
証券コード9930
2025年６月11日

（電子提供措置の開始日2025年６月５日)

株 主 各 位
東京都渋谷区代官山町６番６号

北沢産業株式会社
代表取締役社長 北 川 正 樹

第78期定時株主総会招集ご通知
拝啓 平素は格別のご高配を賜わり厚く御礼申しあげます。
さて、当社第78期定時株主総会を下記のとおり開催いたしますのでご通知申しあげます。
本株主総会の招集に際しては電子提供措置をとっており、インターネット上の下記ウェブサイ

トに「第78期定時株主総会招集ご通知」として電子提供措置事項を掲載しております。

【当社ウェブサイト】
https://www.kitazawasangyo.co.jp/ir/kabunushisoukai.html

また、上記のほか、インターネット上の下記ウェブサイトにも掲載しております。

【東京証券取引所ウェブサイト】
https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show

（上記の東証ウェブサイトにアクセスいただき、「銘柄名（会社名）」または「当社証券
コード」を入力・検索し、「基本情報」「縦覧書類/PR情報」を順に選択して、「縦覧書類」
にある「株主総会招集通知/株主総会資料」欄よりご確認ください。）

なお、当日ご出席されない場合は書面又は電磁的方法(インターネット)により議決権の行使を
することができますので、お手数ながら株主総会参考書類をご検討くださいまして、後記の「議
決権行使についてのご案内」に従って、2025年６月26日（木曜日）営業時間終了時、午後５時30
分までに行使してくださいますようお願い申しあげます。

敬 具
記

1. 日 時 2025年６月27日（金曜日）午前10時

2. 場 所 東京都渋谷区道玄坂二丁目６番17号
ＡＰ渋谷道玄坂 渋東シネタワー11階

3. 会議の目的事項
報告事項 1. 第78期（2024年４月１日から2025年３月31日まで）

事業報告の内容、連結計算書類の内容ならびに会計監査人および
監査役会の連結計算書類監査結果報告の件

2. 第78期（2024年４月１日から2025年３月31日まで）
計算書類の内容報告の件

決議事項
会社提案＜第１号議案から第３号議案＞

第１号議案 剰余金の処分の件
第２号議案 取締役９名選任の件
第３号議案 当社株式の大規模買付行為に関する対応方針（買収への対応方

針）の更新の件
株主提案＜第４号議案＞

第４号議案 取締役１名選任の件
以 上
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○ 当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださ
いますようお願い申しあげます。また、資源節約のため、この「招集通知」をご持参
くださいますようお願い申しあげます。
なお、代理人によるご出席の場合は、代理権を証明する書面を議決権行使書用紙とと
もに会場受付にご提出ください。（代理人の資格は、定款の定めにより当会社の議決権
を有する他の株主様１名に限ります。）

○ 総会ご出席者へのおみやげはご用意しておりませんので、あらかじめご了承ください
ますようお願い申しあげます。

○ 法令及び当社定款第16条に基づき書面交付請求をされた株主様に対しても、電子提供
措置事項から次に掲げる事項を除いた書面をご送付しております。
・連結計算書類の「連結注記表」
・計算書類の「個別注記表」
従いまして、当該書面は監査報告を作成するに際し、監査役及び会計監査人が監査を
した書類の一部であります。

○ 電子提供措置事項に修正が生じた場合は、掲載している各ウェブサイトに修正内容を
掲載させていただきます。
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議決権行使についてのご案内

株主総会にご出席の場合

2025年6月27日（金曜日）午前10時開催日時

当日ご出席の際は、お手数ながら本招集ご通知をご持参いただくと

ともに同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますよ

うお願い申しあげます。

株主総会にご出席でない場合

スマートフォンでの議決権行使は、「スマート行使」を
ご利用ください。

2025年6月26日（木曜日）

午後5時30分到着分まで

2025年6月26日（木曜日）

午後5時30分入力分まで

行使期限

行使期限

同封の議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご記入いただき、行

使期限までに到着するようご送付ください。

議決権行使書面において、議案に賛否の表示がない場合は、会社

提案については賛成、株主提案については反対の意思表示をされ

たものとして取り扱わせていただきます。

次頁の「インターネットによる議決権行使のご案内」をご高覧の上、

画面の案内に従って、行使期限までに賛否をご入力ください。

▼ 書面による議決権行使

▼ インターネットによる議決権行使

複数回にわたり議決権行使をされた場合の取り扱い

※ 書面とインターネットにより重複して議決権を行使された場合は、インターネットによるものを有
効な議決権行使といたします。

※ インターネットにより議決権を複数回行使された場合は、最後に行使された内容を有効な議決権行
使といたします。
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インターネットによる議決権行使のご案内

2025年6月26日（木曜日）午後5時30分入力分まで議決権行使期限

インターネットによる議決権行使は、当社の指定する以下の議決権行使ウェブサイト

をご利用いただくことによってのみ可能です。

パソコンによる議決権行使

議決権行使ウェブサイト https://www.e-sokai.jp

同封の議決権行使書用紙に記載された「スマートフォン用議決権行使ウェブサイトロ

グインQRコード」を読み取りいただくことにより、「議決権行使コード」及び「パスワー

ド」が入力不要でアクセスできます。

※上記方法での議決権行使は1回に限ります。

スマートフォンによる議決権行使「スマート行使」

（受付時間 9:00～21:00 土曜・日曜・祝日を含む）

三井住友信託銀行株式会社 ウェブサポート専用ダイヤル

0120-707-743

本サイトでのパソコンなどの操作方法に関するお問い合わせ先について

※ QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

見本

見本
見本

上記議決権行使ウェブサイトにアクセスし、同封の議決権行使書用紙に記載された「議決権行使コード」、
「パスワード」をご入力いただき、画面の案内に従って賛否をご入力ください。

ご注意事項

※ 議決権行使サイトをご利用いただく際のプロバイダへの接続料金及び通信事業者への通信料金等は

株主様のご負担となります。

※ スマート行使による議決権行使は一回のみ可能です。一度議決権行使をした後で行使内容を変更さ

れる場合、パソコン向けサイトで「議決権行使コード」「パスワード」を入力してログインしてく

ださい。（QRコードを再度読み取っていただくとパソコン向けサイトへアクセスできます。）
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＜会社提案＞に賛成し、＜株主提案＞に反対する場合

※当社取締役会は、こちらの立場となります。

第１号
議 案

第２号
議 案

下の候補
者を除く

下の候補
者を除く

第３号
議 案

＜会社提案＞に反対し、＜株主提案＞に賛成する場合

賛 賛

否

議 案

会

社

提

案

議 案

会

社

提

案

議 案

株

主

提

案

議 案

株

主

提

案否

賛

否

賛

否

第４号
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第１号
議 案

第２号
議 案

第３号
議 案

第４号
議 案

議決権行使書のご記入にあたってのご案内

本定時株主総会におきましては、株主様１名より、株主提案権の行使（以下「株主提案」とい

います。）に関する書面を受領いたしております。

当社取締役会としては、株主提案に対し、反対しております。

当社取締役会の意見にご賛成の場合は、株主提案に対する賛否のご記入欄の「否」の欄に〇印

をご表示願います。

なお、各議案につき賛否の表示をされない場合は、会社提案については「賛」、株主提案につ

いては「否」の表示があったものとして取り扱うこととさせていただきます。

代表的な賛否のご記入例

議決権行使書への賛否の代表的なご記入例は以下のとおりであります。
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事 業 報 告

(2024年４月１日から
2025年３月31日まで)

1. 企業集団の現況に関する事項
(1) 事業の経過および成果

当連結会計年度におけるわが国経済は、インバウンド需要や名目賃金の上昇な
どにより、緩やかに回復することが期待されたものの、物価上昇による実質賃金
の低下などの影響から、依然として先行き不透明な状況が続いております。

当社グループの主要取引先におきましても、原材料や人件費・物流費等の上昇
や消費者の生活防衛的節約志向への動きなどから、引き続き厳しい経営環境が続
いております。

このような環境の中で、当社グループの当連結会計年度の経営成績は、売上高
１５５億６１百万円（前期比5.5％減）となりました。利益面では、営業利益８億
４１百万円（前期比15.4％減）、経常利益９億８百万円（前期比15.2％減）、親会
社株主に帰属する当期純利益６億４８百万円（前期比2.5％減）となりました。
セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。
(業務用厨房関連事業)
業務用厨房関連事業につきましては、売上高は１５２億２２百万円（前期比

5.7％減）、営業利益は１４億３０百万円（前期比2.9％減）となりました。
(不動産賃貸事業)
不動産賃貸事業につきましては、売上高は３億５２百万円（前期比0.1％増）、

営業利益は１億８６百万円（前期比12.7％減）となりました。

(2) 設備投資の状況
当連結会計年度に実施いたしました設備投資にかかる設備投資額は、４億５６
百万円であり、主に建物、車輌運搬具の投資額であります。

(3) 資金調達の状況
該当事項はありません。

(4) 他の会社の株式その他の持分または新株予約権等の取得または処分の状況
該当事項はありません。

(5) 吸収合併または吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継の状況
当社は、2024年10月1日付で連結子会社である株式会社北沢キープサービスを消
滅会社、当社を存続会社とする吸収合併を行い、厨房機器の修理・保守管理事
業の権利義務を継承いたしました。
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(6) 財産および損益の状況
(企業集団の営業成績および財産の状況の推移）

区分
第75期

(2022年３月期)
第76期

(2023年３月期)
第77期

(2024年３月期)
第78期

(当連結会計年度)
(2025年３月期)

売 上 高 (千円) 15,602,110 16,222,015 16,471,938 15,561,539

経 常 利 益 (千円) 423,957 764,246 1,070,862 908,397

親会社株主に帰属
す る 当 期 純 利 益

(千円) 154,656 455,479 665,199 648,479

１株当たり当期純利益 (円) 8.32 24.50 35.78 34.88

総 資 産 (千円) 16,745,185 17,245,852 18,831,520 18,087,768

純 資 産 (千円) 8,904,254 9,360,370 10,335,642 10,783,335

１株当たり純資産 (円) 478.98 503.52 555.98 580.06

(注) 潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりま
せん。

(7) 対処すべき課題
今後の見通しにつきましては、物価上昇による実質賃金の低下などの影響から、

依然として先行き不透明な状況が続くものと見込まれます。
そのような状況において、引き続き食品加工場、スーパーマーケットなどの中

食業界への売上拡大に取り組んでまいります。
次期の連結業績見通しにつきましては、売上高１６０億を計画しておりますが、

本社の建替えを計画しており、仮事務所家賃等の費用負担が見込まれることから
営業利益７億６０百万円、経常利益８億４０百万円、親会社株主に帰属する当期
純利益５億４０百万円を見込んでおります。

当社グループは、単品販売の強化を図り、より競争力のある商品を重点的に拡
販し、24時間365日サービス体制を更に充実したものにする所存であります。
また、リスク管理とコンプライアンスの強化を図ってまいります。

(8) 重要な親会社および子会社の状況
① 親会社との関係

該当事項はありません。
② 重要な子会社の状況

会 社 名 資 本 金 議決権比率 主 要 な 事 業 内 容

エ ー ス 工 業 株 式 会 社 70百万円 100.0％ 食品加工機械・厨房機器の製造

サ ン ベ イ ク 株 式 会 社 42百万円 100.0％ 製菓・製パン機械器具の製造

(注) 2024年10月1日付で連結子会社である株式会社北沢キープサービスを消滅会社、当社を存続会
社とする吸収合併を行っております。

③ 事業年度末日における特定完全子会社の状況
該当事項はありません。
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(9) 主要な事業内容（2025年３月31日現在）
当企業集団は、業務用厨房機器・家具の販売を主に、これらに附帯する業務用

厨房機器の修理・保守サービスおよび業務用機械器具、製菓・製パン機械器具の
製造を行っているほか、家庭用キッチンの販売および不動産の賃貸業務を営んで
おります。

(10) 本社および主な事業所（2025年３月31日現在）
① 当社

本 社：東京都渋谷区東二丁目23番10号

：日高流通センター（埼玉県日高市）

支 店：札幌・仙台・宇都宮・水戸・大宮・東京・立川・千葉・横浜・名古
屋・松本・大阪・広島・松山・福岡

営業所：旭川・函館・帯広・青森・弘前・八戸・盛岡・秋田・山形・郡山・
いわき・新潟・前橋・甲府・柏・三島・浜松・富山・金沢・福井・
京都・神戸・岡山・山口・高松・高知・北九州・熊本・鹿児島・沖
縄

出張所：釧路・水沢・長野・和歌山・松江・大分

(注) 本社を建替の為、2025年5月7日付で本社機能を「東京都渋谷区代官山町6番6号」に一時移転し
ております。

② 子会社

エ ー ス 工 業 株 式 会 社 本 社 埼玉県狭山市根岸689番１号

サ ン ベ イ ク 株 式 会 社 本 社 福岡県久留米市荒木町白口1981番１号

(11) 従業員の状況（2025年３月31日現在）

従 業 員 数 前 期 末 比 増 減 平 均 年 令 平 均 勤 続 年 数

400名 19名減 44才９ヶ月 15年１ヶ月

(注) 1. 従業員数は全連結会社の就労人員の合計であります。
2. 従業員数には契約社員および臨時従業員（派遣社員、パートタイマーおよびアルバイト）

は含んでおりません。
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(12) 主要な借入先（2025年３月31日現在）

借 入 先 借 入 金 残 高（千円)

株 式 会 社 北 陸 銀 行 1,020,000

株 式 会 社 横 浜 銀 行 680,000

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 300,000

株 式 会 社 三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 100,000

(13) その他企業集団の現況に関する重要な事項
該当事項はありません。

2. 会社の株式に関する事項（2025年３月31日現在）
(1) 発行可能株式総数 72,000,000株

(2) 発行済株式の総数 23,818,257株

(3) 株 主 数 3,863名

(4) 大 株 主（上位10名）

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

千株 ％

北 沢 持 株 会 1,884 10.14

株 式 会 社 テ ン ポ ス ホ ー ル デ ィ ン グ ス 1,433 7.71

株 式 会 社 Ｕ Ｈ Ｐ ａ ｒ ｔ ｎ ｅ ｒ ｓ ２ 1,396 7.51

光 通 信 株 式 会 社 1,157 6.22

株 式 会 社 Ｕ Ｈ Ｐ ａ ｒ ｔ ｎ ｅ ｒ ｓ ３ 927 4.99

株 式 会 社 北 陸 銀 行 921 4.95

北 沢 産 業 従 業 員 持 株 会 820 4.41

フ ク シ マ ガ リ レ イ 株 式 会 社 778 4.19

株 式 会 社 イ ン テ リ ッ ク ス 370 1.99

日 本 証 券 金 融 株 式 会 社 363 1.96

(注)1. 当社は、自己株式5,228,335株を保有しておりますが、上記大株主より除いております。ま
た、持株比率は自己株式を控除して計算しております。

2. フクシマガリレイ株式会社は、2025年4月1日をもってガリレイ株式会社に商号変更をしてお
ります。

(5) その他株式に関する重要な事項
特記すべき事項はありません。
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3. 会社役員に関する事項
(1) 取締役および監査役の氏名等（2025年３月31日現在）

会社における地位 氏 名 担当および重要な兼職の状況

代表取締役社長 北 川 正 樹

常 務 取 締 役 石 塚 洋 管理本部長

取 締 役 小 山 栄 樹
自動機器担当
エース工業株式会社 代表取締役社長

取 締 役 神 田 浩 徳
営業戦略本部長 兼キッチンコンサルタント室長 兼近
畿・中国・四国ブロック担当

取 締 役 甲 田 欣 豊 本社営業本部長兼メンテナンス部長

取 締 役 長谷川 英 樹 管理本部総務部長

取 締 役 青 木 茂 男
公認会計士、公益財団法人金子国際文化交流財団 理事長、茨城

キリスト教大学 名誉教授、千葉商科大学大学院会計ファイナン

ス研究科客員教授

取 締 役 山 田 正 人

取 締 役
髙 木 いづみ
(戸籍上の氏名：
神門いづみ)

堀総合法律事務所 パートナー弁護士
株式会社スピークバディ社外監査役
株式会社プレステージ・インターナショナル社外取締役

常 勤 監 査 役 塩 﨑 康 男

監 査 役 井 上 晴 孝
弁護士 井上・桜井法律事務所
株式会社 ヴィア・ホールディングス 社外取締役

監 査 役 納 谷 全一郎 弁護士 あきつ総合法律事務所

(注) 1. 取締役のうち青木茂男氏、山田正人氏、髙木いづみ氏の３名は会社法第２条第15号に定め
る社外取締役であります。
監査役のうち井上晴孝氏、納谷全一郎氏の２名は会社法第２条第16号に定める社外監査役
であります。
なお、取締役青木茂男氏、取締役山田正人氏、取締役髙木いづみ氏、監査役井上晴孝氏、
監査役納谷全一郎氏は、東京証券取引所に対し、独立役員として届け出ております。

2. 監査役塩﨑康男氏は長年にわたる経理業務の経験を有しており、財務および会計に関する
相当程度の知見を有するものであります。
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(2) 責任限定契約の内容の概要
当社と取締役青木茂男氏、取締役山田正人氏、取締役髙木いづみ氏、監査役塩

﨑康男氏、監査役井上晴孝氏および監査役納谷全一郎氏の６名との間で、会社法
第427条第１項の定めに基づき、同法第423条第１項に定める責任を限定する契約
を締結しており、当該契約に基づく損害賠償責任限度額は、法令の定める最低責
任限度額としております。

(3) 当事業年度に係る取締役及び監査役の報酬等
① 取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針に関する事項

取締役の報酬の決定方針は、2021年2月12日開催の取締役会にて「取締役の個人
別の報酬等の内容についての決定に関する方針」を決議し、株主総会の決議によ
る取締役の報酬総額の限度内において、その配分を取締役会で協議し、会社への
貢献、職務の内容・重要度及び職務遂行の状況並びに在任年数等を総合的に勘案
し決定しております。

② 取締役及び監査役の報酬等についての株主総会の決議に関する事項
取締役の報酬総額については、1993年６月29日開催の第46期定時株主総会にお

いて月額20,000千円以内（ただし、使用人兼務役員の使用人部分を除く）、監査役
の報酬総額については1990年６月28日開催の第43期定時株主総会において月額
3,000千円以内と決議され定めております。また、当該決議時点の取締役の員数は
15名、監査役の員数は３名です。

③ 取締役の個人別の報酬等の内容の決定に係る委任に関する事項
取締役の報酬額は、取締役の報酬の決定方針に基づき、取締役会の一任を受け

た代表取締役社長北川正樹が、社外取締役及び社外監査役と協議し個人別の報酬
等の内容を決定しております。なお、代表取締役に委任する権限の内容に関して
は、株主総会及び取締役会決議による内容の範囲内としております。

これらの権限を代表取締役社長に委任した理由は、会社への貢献、職務の内
容・重要度及び職務遂行の状況並びに在任年数等を総合的に勘案でき、適任と判
断したためです。

取締役会は取締役の個人別の報酬等の決定内容は当該権限が適切に行使される
よう社外取締役、社外監査役と協議の上決定していることから決定方針に沿うも
のであると判断しております。

④ 取締役及び監査役の報酬等の総額等

役員区分
報酬等の総額
（千円）

報酬等の種類別の総額（千円） 対象となる
役員の員数
（人）

固定報酬 業績連動報酬 非金銭報酬等

取締役 73,560 68,040 5,520
－

9

(うち社外取締役） (9,000) (9,000) (－) (3)

監査役 15,000 15,000
－ －

3

(うち社外監査役） (6,000) (6,000) (2)

(注) 1. 取締役の報酬額には、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれておりません。
2. 2014年６月27日開催の第67期定時株主総会において、役員退職慰労金制度を廃止し、取締
役および監査役に対する退職慰労金を打ち切り支給することとし、その支給の時期は対象と
なる取締役および監査役の退任時とすることを決議いただいております。

3. 業績連動報酬等の額の算定の基礎として選定した業績指標に関しては、当社にとって連結
経常利益が重要と認識していることから直近４事業年度の連結経常利益の平均額を用い、規
程の範囲内において各役員の報酬と責務に相応しい水準となるよう、担当部門の業績貢献度
等を総合的に勘案した上で決定しております。
当事業年度を含む直近４事業年度の連結経常利益に関しては1.(6) 財産および損益の状況

の推移に記載のとおりであり、第74期の連結経常利益は98,484千円となっております。
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(4) 社外役員に関する事項
① 重要な兼職先と当社との関係

社外取締役である青木茂男氏、髙木いづみ氏、社外監査役である井上晴孝氏、
納谷全一郎氏の兼職先である他の法人等は当社と関係がありません。

② 当事業年度における主な活動状況

区分 氏名 主な活動状況

取 締 役 青 木 茂 男

2024年度の取締役会14回のうち14回に出席し、大学教授、財団
法人の理事長および監事としての豊富な経験と公認会計士など
の財務及び会計に関する幅広い知識を活かした、経営の意思決
定などへの妥当性・適正性を確保するための発言を経営全般の
観点から適宜行っております。

取 締 役 山 田 正 人

2024年度の取締役会14回のうち14回に出席し、金融機関に勤め
られた経験や上場会社の取締役を務められた経営経験を活かし
た、経営の意思決定などへの妥当性・適正性を確保するための
発言を経営全般の観点から適宜行っております。

取 締 役 髙 木 いづみ

2024年度の取締役会14回のうち14回に出席し、弁護士や公認不
正検査士、金融内部監査士の知識や他社での社外役員の経験を
活かした、経営の意思決定などへの妥当性・適正性を確保する
ための発言を経営全般の観点から適宜行っております。

監 査 役 井 上 晴 孝
2024年度の取締役会14回のうち14回に出席し、また、2024年度
の監査役会14回のうち14回に出席し、弁護士の立場から適宜発
言しております。

監 査 役 納 谷 全一郎
2024年度の取締役会14回のうち13回に出席し、また、2024年度
の監査役会14回のうち13回に出席し、弁護士の立場から適宜発
言しております。

(5) 役員等賠償責任保険契約の内容の概要
当社は、保険会社との間で取締役全員および監査役全員を被保険者とする役員等

賠償責任保険契約を締結しております。保険料は特約部分も含め全額会社が負担し
ており、被保険者の実質的な保険料負担はありません。当該保険契約は被保険者で
ある取締役および監査役がその職務の執行に関し責任を負うこと又は当該責任の追
及に係る請求を受けることによって生ずることのある損害および争訟費用について
填補されます。ただし、被保険者の職務執行の適正性が損なわれないようにするた
め、法令違反を認識しながら行った行為、犯罪行為等によって生じた損害は補填さ
れない等の一定の免責事由があります。
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4. 会計監査人に関する事項

(1) 名 称 永和監査法人

(2) 当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額
① 公認会計士法第２条第１項の業務に係る報酬の額 26,000千円

② 当社および当社子会社が支払うべき金銭その他財産上の
利益の合計額 26,000千円

(注) 1. 当社監査役会は、会計監査人に対する上記報酬等の額について会計監査人から監査計画
（監査方針、監査体制、監査項目、監査予定時間等）の説明を受けた後、その内容および報
酬見積額について前期実績と比較、経理部等関係各部門からの情報、評価等を踏まえ検討
した結果として報酬等の額は妥当と判断し、会社法第399条第１項の同意を行っておりま
す。

2. 当社と会計監査人との間の監査契約において会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づ
く監査の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できないため、上記金
額は合計額で記載しております。

(3) 非監査業務の内容
該当はありません。

(4) 会計監査人の解任または不再任の決定の方針
当社監査役会は、当該会計監査人が会社法、公認会計士法等の法令に違反、抵

触した場合および公序良俗に反する行為があったとした場合、その事実に基づき
当該会計監査人の解任または不再任の検討を行い、解任または不再任が妥当と判
断した場合、監査役会規程に則り「会計監査人の解任または不再任」に関する株
主総会に付議するための議案の内容を決定いたします。

(5) 責任限定契約の内容の概要
当社と会計監査人 永和監査法人は、会社法第427条第１項の定めに基づき責任

限定契約を締結しており、当該契約に基づく損害賠償責任は、法令の定める額に
限定しております。

5. 会社の体制および方針「内部統制システムの構築に関する基本方針」
会社の体制および方針「内部統制システムの構築に関する基本方針」についての概

要は以下のとおりです。

(1) 取締役および使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを確保する
ための体制

① 業務運営の基本方針
当社では、以下の経営理念を経営の拠り所とする。
（経営理念）
我が社は、食品加工機器・厨房機器の総合販売会社として、新しい見識と技
術をお客様に提供し、共存共栄の理想を実現し、会社の安定と社員の幸福を
増進し、社会の繁栄に貢献することを経営の理念とする。

② 役員・使用人が、法令・定款違反行為を行いまたは行われようとしているこ
とに気付いたときは、速やかに代表取締役を含めた担当役員、または上司に
通報（匿名も可）しなければならないと定める。会社は通報内容を秘守し、
通報者に対して不利益な扱いを行わない。

③ 内部監査部門である監査室が、各部署における業務執行が法令・定款に適合
しているか否かの監査を実施する。

(2) 取締役の職務執行に係る情報の保存および管理に関する体制
① 株主総会議事録、取締役会議事録、販売戦略会議の議事録は、法令および取
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締役会規程等に従い作成し、適切に保存・管理するものとし、取締役および
監査役は、当該規程に従い、常時閲覧できるものとする。

② 稟議書、契約書、会計帳簿、その他、行政機関ならびに証券取引所に提出し
た書類、経営および業務執行に関わる重要な情報、決定事項、社内通達など
は、法令および取締役会規程、文書取扱規程により適切に作成、保存・管理
し、取締役および監査役は、当該規程に従い、閲覧できるものとする。

(3) 損失の危険の管理に関する規程その他の体制
① 損失の発生を回避するため、業務執行にあたっては、取締役会規程、稟議規

程および職務権限規程に定める決裁手続きにより、承認決裁を得た上で、こ
れを行うものとする。

② 損失の発生を回避するため、業務執行にあたっては、販売管理規程に定める
与信管理・リスク管理を実施し関係部署とも協議の上、これを行うものとす
る。

③ 監査室の監査により法令・定款違反その他の事由に基づき損失の危険のある
業務執行行為が発見された場合には、発見された危険の内容および損失の程
度等について直ちに担当役員および担当部署に通報される体制を構築する。

(4) 取締役の職務執行が効率的に行われることを確保するための体制
① 定例の取締役会を毎月１回以上開催し、重要事項の決定ならびに取締役の業

務執行状況の監督等を行う。
② 取締役会の機能をより強化し経営効率を向上させる為、取締役および関係者

が出席する販売戦略会議を毎月１回以上開催し、業務執行に関する基本事項
および重要事項に係る意思決定を機動的に行う。

③ 販売、管理他提案等に関する情報交換および取締役会への上申事項を判断・
協議する為、毎月１回以上取締役を含む部長会を開催する。尚、部長会の協
議事項としては、次長会および課長会より部長会に上申された検討事項を含
む。

(5) 当社および子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
① 子会社は業務執行状況・財務状況等を定期的に当社に報告するものとし、子

会社において経営上重要な事項を決定する場合は、関係会社管理規程に基づ
き、合議のうえ関係書類の提出を求め、検討・協議を行う。

② 子会社の事業運営やリスク管理体制などについては、担当役員が総合的に助
言・指導を行う。

③ 監査室は、当社および子会社のリスク情報の有無を監査する。
④ 当社および子会社に損失の危険が発生し、監査室がこれを把握した場合には、

直ちに発見された損失の危険の内容、発生する損失の程度および当社と子会
社に対する影響等について、当社の取締役会および担当部署に報告される体
制を構築する。

⑤ 当社と子会社との間における不適切な取引または会計処理を防止するため、
監査室は、子会社の各部署と十分な情報交換を行う。

⑥ 関係会社管理規程に基づき、関係会社に関する業務の円滑化および管理の適
正化を図り、円滑なグループ活動と技術、生産、営業、販売等の諸問題につ
き協調を促進するため、必要のある場合には関係会社会議を開催し、意思の
疎通を図る。

⑦ 公益通報者保護規程において、子会社の取締役等の行為も通報対象となるこ
とや子会社も通報制度を利用できる通報者等に含まれている旨が規定されて
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おり、これを周知することにより、グループにおける法令順守・コンプライ
アンス経営を強化する。

(6) 監査役の職務を補助すべき使用人に関する事項、当該使用人の取締役からの独
立性に関する事項、当該使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項

① 監査室は、必要に応じて監査役の職務を補助する。
② 前項の具体的な内容については監査役の意見を聴取し、担当取締役その他の

関係各方面の意見も十分に考慮し必要に応じて監査役の職務を補助すべき使
用人を選定する。

③ 前項に基づいて選定された使用人は、監査役から受けた指示に関して、取締
役、監査室長等の指揮命令を受けない。

④ 監査役の職務を補助すべき使用人には、監査役の指示による調査の権限を認
め、その者の人事に関する事項の決定には監査役会の同意を得る。

(7) 当社および子会社の取締役および使用人等が監査役に報告するための体制、そ
の他の監査役への報告に関する体制、報告したことを理由として不当な取扱い
を受けないことを確保するための体制

① 当社および子会社の取締役および使用人は会社に対し、著しい損害をおよぼ
す恐れのある事実を発見した時は法令に従い直ちに監査役に報告する。

② 当社および子会社の取締役および使用人は、各監査役の要請に応じて必要な
報告および情報提供を行うこととする。

③ 監査役は取締役会の他、重要な意思決定の過程および業務の執行状況を把握
するため、主要な会議に出席するとともに稟議書その他業務執行に関する重
要な文書を閲覧し、必要に応じて取締役または使用人にその説明を求める業
務が適正に執行されていることを監査する。

④ 公益通報者保護規程に基づき、総務部は内部通報窓口への通報の状況を監査
役に報告する。

⑤ 当社は、公益通報者保護規程に、通報者等が通報等をしたことおよび監査役
に報告した者が同報告をしたことを理由として、いかなる不利益な取扱いも
被ることがないよう、必要な措置を講ずるとともに、通報者等の職場環境の
保全に努める旨を規定している。

(8) その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
① 監査役の職務を補助する部署の設置に関する件、取締役および使用人が監査

役に報告をするための体制を含め、当社の監査体制と内部統制システムとの
調整を図り、監査体制の実効性を高める。

② 取締役および使用人は、監査の実効性確保に係る各監査役の意見を十分に尊
重しなければならない。

③ 監査役会は、監査の実施にあたり独自の意見形成を行うことを目的とし、必
要に応じて法律・会計の専門家その他の外部アドバイザーを会社の費用で活
用することができる。

(9) 反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方
① 健全な会社経営のため、反社会的勢力との関係を遮断する。
② 市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力に対しては警察等の外部

専門機関との連携体制を構築し、毅然とした態度を貫く。
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6. 業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
当社では、上記に掲げた「内部統制システムの構築に関する基本方針」を整備して

おります。運用状況は以下のとおりであります。
① 主な会議の開催状況として、取締役会は14回開催され、重要事項の決定なら

びに業務執行状況の監督等が適正に行われ、当社と利害関係を有しない社外
取締役が全てに出席いたしました。その他、監査役会は14回、販売戦略会議
は12回、部長会は12回開催いたしました。

② 監査役は、監査役会の監査方針に則り監査役会において定めた監査計画に基
づき監査を行うとともに、当社代表取締役社長および他の取締役との間での
意見交換、会計監査人との意見交換および監査室との意見交換により、情報
共有等の連携を図っております。

③ 内部監査部門である監査室は、内部監査基本計画に基づき、各部署および子
会社における業務執行が法令・定款に適合しているか否かの監査を実施いた
しました。

7. 株式会社の支配に関する基本方針

1. 会社の支配に関する基本方針
当社は、上場会社として当社株式の自由な売買を認める以上、当社の取締役会の

賛同を得ずに行われる、いわゆる「敵対的買収」であっても、企業価値・株主共同
の利益に資するものであれば、これを一概に否定するものではありません。特定の
者の大規模買付行為に応じて当社株式の売却を行うか否かは、最終的には当社株式
を保有する株主の皆様の判断に委ねられるべきものであると考えます。

しかしながら、大規模な株式の買付けの中には、その目的等から見て企業価値・
株主共同の利益を著しく毀損するもの、株主に株式の売却を事実上強要するおそれ
のあるもの、対象会社の取締役会や株主が大規模な株式の買付けの内容について検
討しあるいは対象会社の取締役会が代替案を提案するための十分な時間や情報を提
供しないもの、対象会社が買収者の提示した条件よりも有利な条件をもたらすため
に買収者との交渉を必要とするもの等、対象会社の企業価値・株主共同の利益に資
さないものも少なくありません。

当社の財務および事業の方針の決定を支配する者の在り方としては、経営理念、
企業価値のさまざまな源泉、当社を支えるステークホルダーとの信頼関係を十分に
理解し、当社の企業価値・株主共同の利益を中長期的に確保、向上させる者でなけ
ればならないと考えております。従いまして、企業価値・株主共同の利益を毀損す
るおそれのある大規模買付者は、当社の財務および事業の方針の決定を支配する者
として不適切であると考えており、これをもって会社の財務および事業の方針の決
定を支配する者の在り方に関する基本方針としております。

2. 会社の支配に関する基本方針の実現に資する取り組み
当社を取り巻く環境は、少子高齢化に伴う人口減少等の構造的変化の進展、ライ

フスタイルの変化による食生活の一層の多様化、また、先行きが不透明な経済環境
などめまぐるしいものがあります。このような経営環境下において、当社では企業
価値向上の取り組みとして、外食産業を中心とする業界動向に関する情報収集の強
化を図ることにより常に変化していく顧客のニーズに的確に対応し、24時間365日サ
ービス体制といったアフターサービスの更なる向上に取り組むことで、取引先から
の信頼を更に強固なものにしていく所存でおります。当社グループは業務用厨房機
器発展の一翼を担う企業としての自負を基本に、高付加価値商品の販売・自社商品
の販売促進等商品差別化の推進を行ってまいります。また、自社商品を使用して頂
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くことによる効率的で安全性の高い作業環境の提案およびお客様のニーズを最優先
に考えた提案セールス・戦略的営業の推進を図り、市場ニーズの多様化にも柔軟に
対応できる積極的な事業展開を行っていく所存であります。今後の課題としては、
更なる単品販売の強化を図っていくなかで、当社独自の魅力があり、競争力のある
商品を重点的に拡販するとともに、ホテル・病院・福祉施設・加工場等の大型施設
への積極的な営業活動、24時間365日サービス体制の一層の充実を目指してまいりま
す。また、当社ではPotential Customer（潜在的な力を持ったお客様）、Previous
Customer（以前のお客様）への営業をPC営業と称した既存顧客の掘り起こし・独自
の顧客リストを用いた戦略的な営業活動を行い、自社主力商品の単品販売も軸にお
客様が求めているニーズに合った営業基盤を強化しております。さらに、当社では
「物を売るのは人である」の観点に立ち、人材教育についても積極的に行っておりま
す。埼玉県日高市に所有する150名収容の会議室、40名収容の宿泊設備、150平方メ
ートルのテストキッチン等を備えた研修施設において、社員研修を行っております。
研修施設においては、社員研修だけでなくお客様へのセミナーの場としてフルに活
用し、受注に結びつくなどの効果も得ております。不動産賃貸事業においては、優
良な入居者を確保することにより、安定的な収益の確保に努めてまいります。当社
はこれらの施策により、安定した業績の確保と健全な財務体質を構築し、当社の企
業価値および株主の皆様の共同の利益の確保・向上に取り組んでまいります。

3. 会社の支配に関する基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務および
事業の方針の決定が支配されることを防止するための取り組み

当社は、企業価値・株主共同の利益の保護および株主の皆様に大規模な買付けに
応じるか否かを適切に判断して頂く時間を確保することを目的として、大規模な買
付けに関するルール（以下「大規模買付ルール」といいます。）を設定し、特定株主
グループの議決権割合を20％以上とする当社株式等の買付行為、又は結果として特
定株主グループの議決権割合が20％以上となる当社株式等の買付行為（いずれにつ
いても当社取締役会があらかじめ同意したものを除き、以下、当該買付行為を「大
規模買付行為」といい、大規模買付行為を行う者を「大規模買付者」といいます。）
がなされる場合を適用対象とします。当社取締役会が設定する大規模買付ルールに
おいては、①大規模買付者が事前に当社取締役会に対して必要かつ十分な情報を提
供し、②それに基づき当社取締役会が当該大規模買付行為について評価・検討を行
うための期間が経過した後に大規模買付行為が開始されるというもので、その概要
は以下のとおりです。
(1) 意向表明書の当社への事前提出

大規模買付者には、大規模買付行為に先立ち、当社取締役会に対し、大規模買
付ルールに従う旨の誓約および意向表明書をご提出いただきます。
(2) 大規模買付者からの情報の提供

当社取締役会は、上記(1)の意向表明書受領後10営業日以内に、大規模買付者か
ら当社取締役会に対して当初提供いただくべき、株主の皆様の判断および取締役
会としての意見形成のために必要かつ十分な情報（以下「本必要情報」といいま
す。）のリストを当該大規模買付者に交付します。当初提供していただいた情報を
精査した結果、それだけでは不十分と認められる場合には、当社取締役会は、大
規模買付者に対して本必要情報が揃うまで追加的に情報提供を求めます。
(3) 取締役会による評価期間

当社取締役会は、大規模買付行為の評価等の難易度に応じ、大規模買付者が取
締役会に対し本必要情報の提供を完了した後、60日間（対価を現金 (円貨）のみ
とする公開買付けによる当社全株式の買付の場合）又は90日間 (その他の大規模
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買付行為の場合）を当社取締役会による評価、検討、交渉、意見形成、代替案立
案のための期間（以下「取締役会評価期間」といいます。）とします。従って、大
規模買付行為は、取締役会評価期間の経過後にのみ開始されるものとします。 当
社取締役会は、提供された本必要情報を十分に評価・検討し、独立委員会からの
勧告を最大限尊重した上で、当社取締役会としての意見を慎重にとりまとめ、公
表します。
(4) 独立委員会の設置

本プランにおいて、大規模買付者が当社取締役会に提供すべき情報の範囲、大
規模買付者が大規模買付ルールを遵守したか否か、大規模買付行為が企業価値・
株主共同の利益を著しく損なうか否かおよび対抗措置をとるか否か等の検討およ
び判断については、その客観性、公正さおよび合理性を担保するため、当社は、
当社取締役会から独立した組織として独立委員会を設置しております。当社取締
役会は上記の判断を行うにあたりかかる独立委員会に必ず諮問することとし、独
立委員会は諮問を受けた事項について当社取締役会に対して勧告することとしま
す。
(5) 大規模買付行為がなされた場合の対応
① 大規模買付者が大規模買付ルールを遵守した場合

大規模買付者が大規模買付ルールを遵守した場合には、当社取締役会は、仮
に当該大規模買付行為に反対であったとしても、当該買付提案についての反対
意見を表明したり、代替案を提示することにより、株主の皆様を説得するに留
め、原則として当該大規模買付行為に対する対抗措置はとりません。大規模買
付者の買付提案に応じるか否かは、株主の皆様において、当該買付提案および
当社が提示する当該買付提案に対する意見、代替案等をご考慮のうえ、ご判断
いただくことになります。

但し、大規模買付ルールが遵守されている場合であっても、当該大規模買付
行為が会社に回復し難い損害をもたらすなど、当社の企業価値・株主共同の利
益を著しく損なうと当社取締役会が判断した場合には、当社取締役会は企業価
値および株主共同の利益の確保・向上を目的として、例外的に新株予約権の無
償割当て等、会社法その他の法律および当社定款が認める対抗措置を取ること
があります。
② 大規模買付者が大規模買付ルールを遵守しない場合

大規模買付者が大規模買付ルールを遵守しない場合には、具体的な買付方法
の如何にかかわらず、当社取締役会は、当社の企業価値・株主共同の利益を守
ることを目的として、新株予約権の無償割当て等、会社法その他の法律および
当社定款が認める対抗措置をとり、大規模買付行為に対抗する場合があります。
大規模買付者が大規模買付ルールを遵守したか否かおよび対抗措置の発動の適
否は、独立委員会の勧告を最大限尊重し、外部専門家等の意見も参考にして当
社取締役会が決定します。具体的にいかなる手段を講じるかについては、その
時点で最も適切と当社取締役会が判断したものを選択することとします。

4. 本プランが会社の支配に関する基本方針に沿い、当社の企業価値・株主共同の
利益に合致し、当社の役員の地位の維持を目的とするものでないことについて

(1) 買収防衛策に関する指針の要件を充足していること
本プランは、経済産業省および法務省が2005年５月27日に発表した「企業価

値・株主共同の利益の確保又は向上のための買収防衛策に関する指針」の定める
三原則（企業価値・株主共同の利益の確保・向上の原則、事前開示・株主意思の
原則、必要性・相当性の原則）を充足しています。また、本プランは、経済産業
省に設置された企業価値研究会が2008年６月30日に発表した「近時の諸環境の変
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化を踏まえた買収防衛策の在り方」に関する議論も踏まえたものです。
(2) 当社の企業価値・株主共同の利益の確保・向上の目的をもっていること

本プランは、大規模買付行為が行われた際に、当該大規模買付行為に応じるべ
きか否かを当社株主の皆様が判断し、あるいは当社取締役会が代替案を提示する
ために必要な情報や時間を確保し、株主の皆様のために買付者等と交渉を行うこ
と等を可能にするものであり、当社の企業価値・株主共同の利益を確保し、向上
させるという目的をもったものです。
(3) 合理的な客観的発動要件の設定

本プランは、大規模買付者が大規模買付ルールを遵守していない、あるいは大
規模買付ルールを遵守していても株主共同の利益に対する明白な侵害をもたらす
買付である場合や株主に株式の売却を事実上強要するおそれがある買付である場
合など、予め定められた合理的かつ詳細な客観的要件が充足されなければ対抗措
置が発動されないように設定されており、当社取締役会による恣意的な発動を防
止するために独立委員会の勧告を経るなどの仕組みを確保しているものといえま
す。
(4) 当社取締役の任期は１年であること

当社は、2010年６月29日開催の定時株主総会において、当社取締役の任期を従
来の２年から１年に短縮いたしました。従って、本プランの有効期間中であって
も、毎年の当社取締役の選任を通じても、本プランについて、株主の皆様のご意
向を反映させることが可能となっております。
(5) 株主意思を重視するものであること

当社は、2022年６月29日開催の定時株主総会における、株主の皆様のご承認に
基づき、本プランを更新いたしました。

本プランは、有効期間を2022年６月29日開催の定時株主総会の終結の時から３
年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時株主総会の終結の時ま
でとするいわゆるサンセット条項が付されております。また、本プランの有効期
間の前であっても、①株主総会において本プランを廃止する旨の決議が行われた
場合、②当社の株主総会で選任された取締役で構成される取締役会により本プラ
ンを廃止する旨の決議が行われた場合には、本プランはその時点で廃止されるこ
とになり、その意味で、本プランの消長および内容は、当社株主の合理的意思に
依拠したものとなっております。
(6) デッドハンド型買収防衛策やスローハンド型買収防衛策ではないこと

本プランは、当社の株主総会で選任された取締役で構成される取締役会により
廃止することができるものであり、当社株式を大量に買付けた者が、当社株主総
会で取締役を指名し、かかる取締役で構成される取締役会により、本プランを廃
止することが可能です。従って、本プランは、デッドハンド型買収防衛策（取締
役会の構成員の過半数を交替させてもなお、発動を阻止できない買収防衛策）で
はありません。 また、当社は取締役の期差任期制を採用していないため、本プラ
ンは、スローハンド型買収防衛策 (取締役の構成員の交替を一度に行うことがで
きないため、その発動を阻止するのに時間を要する買収防衛策）でもありません。
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連 結 貸 借 対 照 表
(2025年３月31日現在)

(単位：千円)

科 目 金 額 科 目 金 額

資 産 の 部 負 債 の 部

流 動 資 産 8,729,858 流 動 負 債 6,354,597

現 金 及 び 預 金 3,880,118 支 払 手 形 及 び 買 掛 金 1,308,373

受 取 手 形 及 び 売 掛 金 2,816,795 電 子 記 録 債 務 2,159,083

電 子 記 録 債 権 94,320 短 期 借 入 金 2,100,000

商 品 1,635,564 未 払 法 人 税 等 176,935

製 品 13,454 賞 与 引 当 金 121,381

仕 掛 品 18,416 そ の 他 488,823

原 材 料 及 び 貯 蔵 品 49,219 固 定 負 債 949,835

そ の 他 240,068 退 職 給 付 に 係 る 負 債 882,541

貸 倒 引 当 金 △18,100 役 員 退 職 慰 労 引 当 金 26,508

固 定 資 産 9,357,909 長 期 未 払 金 13,600

有 形 固 定 資 産 5,546,786 繰 延 税 金 負 債 4,775

建 物 及 び 構 築 物 2,379,729 そ の 他 22,409

機 械 装 置 及 び 運 搬 具 223,779 負 債 合 計 7,304,432

土 地 2,859,309 純 資 産 の 部

建 設 仮 勘 定 25,209 株 主 資 本 9,665,876

そ の 他 58,758 資 本 金 3,235,546

無 形 固 定 資 産 801,937 資 本 剰 余 金 2,965,130

ソ フ ト ウ エ ア 713,843 利 益 剰 余 金 4,407,705

そ の 他 88,093 自 己 株 式 △942,506

投資その他の資産 3,009,185 その他の包括利益累計額 1,117,459

投 資 有 価 証 券 2,687,007 その他有価証券評価差額金 1,120,807

破 産 更 生 債 権 等 125,747 退職給付に係る調整累計額 △3,348

長 期 貸 付 金 4,400

繰 延 税 金 資 産 10,887

そ の 他 300,267

貸 倒 引 当 金 △119,124 純 資 産 合 計 10,783,335

資 産 合 計 18,087,768 負 債 純 資 産 合 計 18,087,768
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連 結 損 益 計 算 書

(2024年４月１日から
2025年３月31日まで)

(単位：千円)

科 目 金 額

売 上 高 15,561,539

売 上 原 価 11,030,472

売 上 総 利 益 4,531,067

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 3,689,184

営 業 利 益 841,882

営 業 外 収 益

受 取 利 息 2,127

受 取 配 当 金 57,580

受 取 家 賃 6,007

為 替 差 益 7,710

そ の 他 10,870 84,295

営 業 外 費 用

支 払 利 息 17,780 17,780

経 常 利 益 908,397

特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 8,979

投 資 有 価 証 券 売 却 益 121,550 130,530

特 別 損 失

固 定 資 産 除 却 損 14,458

固 定 資 産 売 却 損 173

減 損 損 失 26,434 41,066

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 997,861

法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 331,566

法 人 税 等 調 整 額 17,814 349,381

当 期 純 利 益 648,479

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 648,479
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連結株主資本等変動計算書

(2024年４月１日から
2025年３月31日まで)

(単位：千円)

株 主 資 本

資 本 金 資本剰余金 利益剰余金 自 己 株 式 株主資本合計

当 期 首 残 高 3,235,546 2,965,130 3,907,944 △942,502 9,166,119

連結会計年度中の変動額

剰 余 金 の 配 当 △148,719 △148,719

親会社株主に帰属
す る 当 期 純 利 益

648,479 648,479

自 己 株 式 の 取 得 △3 △3

株主資本以外の項目の
連結会計年度中の
変 動 額（純 額)

連 結 会 計 年 度 中 の
変 動 額 合 計

499,760 △3 499,756

当 期 末 残 高 3,235,546 2,965,130 4,407,705 △942,506 9,665,876

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額
純資産合計

その他有価証券評価差額金 退職給付に係る調整累計額 その他の包括利益累計額合計

当 期 首 残 高 1,130,716 38,806 1,169,523 10,335,642

連結会計年度中の変動額

剰 余 金 の 配 当 △148,719

親会社株主に帰属
す る 当 期 純 利 益

648,479

自 己 株 式 の 取 得 △3

株主資本以外の項目の
連結会計年度中の
変 動 額（純 額)

△9,909 △42,154 △52,063 △52,063

連 結 会 計 年 度 中 の
変 動 額 合 計

△9,909 △42,154 △52,063 447,692

当 期 末 残 高 1,120,807 △3,348 1,117,459 10,783,335
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連 結 注 記 表

(連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記等)

1. 連結の範囲に関する事項

連結子会社の数及び連結子会社の名称

① 連結子会社の数 ２社

② 連結子会社の名称 エース工業株式会社

サンベイク株式会社
当連結会計年度において当社の連結子会社であった株式会社北沢キープサービスは、当社を存
続会社とする吸収合併により消滅したため、連結の範囲から除外しております。

2. 持分法の適用に関する事項

該当事項はありません。

3. 連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社の決算日は、連結決算日と一致しております。

4. 会計方針に関する事項

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券

満期保有目的の債券

償却原価法（定額法）

その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの

時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定

しております。）

市場価格のない株式等

移動平均法による原価法

② デリバティブ

時価法を採用しております。

③ 棚卸資産

商品

個別法による原価法

製品及び仕掛品

売価還元法による原価法

原材料及び貯蔵品

最終仕入原価法

棚卸資産の貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法によっております。

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

① 有形固定資産 定率法

ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並

びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物について

は、定額法を採用しております。

主な耐用年数は次のとおりであります。

建物及び構築物 10～50年

機械装置及び運搬具 ４～６年

なお、取得価額が100千円以上200千円未満の少額減価償却資産について

は、３年間で均等償却する方法を採用しております。

② 無形固定資産 定額法

ただし、ソフトウエア（自社利用分）については、社内における見込利

用可能期間（５年）に基づく定額法を採用しております。

主な耐用年数は次のとおりであります。

特許権 ８年

③ 長期前払費用 定額法
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(3) 重要な引当金の計上基準

① 貸 倒 引 当 金 債権の貸倒による損失に備えるため、当社は一般債権については貸倒実

績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を

検討し、回収不能見込額を計上しております。

また、連結子会社は、一般債権については貸倒実績率または税法上の規

定に基づく法定繰入率により、回収不能見込額を計上しております。

② 賞 与 引 当 金 従業員の賞与支給にあてるため、将来の支給見込額のうち当連結会計年

度の負担額を計上しております。

③ 役員退職慰労引当金 当社は役員の退職慰労金の支給に備えるため、役員退職慰労金規程（内

規）に基づく当連結会計年度末要支給額を計上しております。

(4) 退職給付に係る会計処理の方法

① 退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末まで

の期間に帰属させる方法については、給付算定式基準によっておりま

す。

② 数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法

過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の

年数（１年）による定額法により費用処理しております。

数理計算上の差異は、それぞれ発生の翌連結会計年度に費用処理するこ

ととしております。

③ 小規模企業等における簡便法の採用

一部の連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、

退職給付に係る期末自己都合要支給額を退職給付債務とする方法を用い

た簡便法を適用しております。

(5) 重要な収益及び費用の計上基準

業務用厨房関連事業は業務用厨房機器の商品及び製品の販売、据付工事

を行っており、顧客との間に締結した販売契約に基づき、引渡時点にお

いて顧客が当該財に対する支配を獲得し、履行義務が充足されたものと

判断していることから、顧客の指定先に商品及び製品を引き渡した時点

又は据付工事の完了した時点で収益を認識しております。

(6) 重要な外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準

外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により、円貨に換算

し、為替差額は損益として処理しております。
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（会計方針の変更に関する注記）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下

「2022年改正会計基準」という。）等を当連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正

会計基準第20－３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用

指針」（企業会計基準適用指針第28号 2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第

65－２項(２)ただし書きに定める経過的な取扱いに従っております。これによる連結計算書類に

与える影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連

結計算書類における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当連結会

計年度の期首から適用しております。これによる連結計算書類に与える影響はありません。

（重要な会計上の見積りに関する注記）

1.繰延税金資産の回収の可能性

（1）当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

471,049千円(繰延税金負債相殺前)

（2）当連結会計年度の連結計算書類利用者の理解に資するその他の情報

① 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額の算出方法

将来減算一時差異に対して、将来の収益力に基づく課税所得及びタックス・プランニング等

により、繰延税金資産の回収可能性を判断しております。

② 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額の算出に用いた主要な仮定

課税所得の見積りは事業計画に基づいております。

③ 翌連結会計年度の連結計算書類に与える影響

当該課税所得が生じる可能性の判断においては、将来獲得しうる課税所得の時期及び金額を

合理的に見積り、金額を算定しております。当該見積りは、将来の不確実な経済条件の変動

などによって影響を受ける可能性があり、実際に生じた課税所得の時期及び金額が見積りと

異なった場合、当連結会計年度の連結計算書類に計上した繰延税金資産の取崩しが発生する

可能性があります。

2.減損損失

(1）当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

26,434千円

(2) 当連結会計年度の連結計算書類利用者の理解に資するその他の情報

① 算出方法

当社は、業務用厨房関連事業については会計管理上の区分を基礎として各事業所ごとに、不

動産賃貸事業用資産及び遊休資産については、個別の物件ごとにグルーピングを行っており

ます。

② 主要な仮定

将来キャッシュ・フローの見積りは、不動産鑑定評価又は当社の事業計画に基づいており、

事業計画には、顧客に対する売上見込み、売上総利益、販売費及び一般管理費見込み等を主

要な仮定として用いております。

③ 翌連結会計年度の連結計算書類に与える影響

主要な仮定の一つである主要顧客に対する売上見込みについては、同業他社との競争状況を

踏まえた不確実性を伴うものであり、対象となる資産グループの収益性が低下し、減損の兆

候があると判断した場合で、かつ、当該資産グループから得られる割引将来キャッシュ・フ

ローの総額がその帳簿価額を下回った場合には、翌連結会計年度の連結計算書類に与える影

響があります。
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（連結貸借対照表に関する注記)

1. 有形固定資産の減価償却累計額 5,140,507千円

2. 当社グループは、運転資金の効率的な調達を行うために取引銀行と当座貸越契約及び貸出コミッ

トメント契約を締結しております。当連結会計年度末における当座貸越契約及び貸出コミットメン

トに係る借入未実行残高等は次のとおりであります。

当座貸越極度限度額及び貸出コミットメントの総額 3,300,000千円

借入実行残高 2,100,000千円

差引額 1,200,000千円

（連結損益計算書に関する注記）

1．減損損失

当社グループは、以下の資産グループについて減損損失を計上いたしました。

用途 区分 場所 種類 減損損失計上額

事業用資産 東京本社 東京都渋谷区 建物及び構築物 26,434千円

当社グループは、業務用厨房関連事業については管理会計上の区分を基礎として各事業所ごとに、

不動産賃貸用資産及び遊休資産については、個別の物件ごとにグルーピングを行っております。

当連結会計年度において、本社ビルの建替の意思決定を行ったことにより除却することとなる建

物及び構築物について、当該資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失と

して特別損失に計上しております。

なお、回収可能価額は正味売却価額により測定しておりますが、除却を予定しているため、売却

価額を零として評価しております。

（連結株主資本等変動計算書に関する注記)

1. 連結会計年度末日における発行済株式の数

普通株式 23,818,257株
2. 配当金支払額

決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日

2024年６月 27日
定 時 株 主 総 会

普通株式 148,719千円 ８円 2024年３月 31日 2024年６月 28日

3. 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議予定 株式の種類 配当の原資 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日

2025年６月 27日
定 時 株 主 総 会

普通株式 利益剰余金 185,899千円 10円 2025年３月31日 2025年６月30日

（金融商品に関する注記)

1. 金融商品の状況に関する事項

当社グループでは、資金運用については短期的な預金を基本とし、一時的な余資が生じた場合は

安全性の高い金融資産で運用しております。また、運転資金は銀行借入にて調達しております。

受取手形及び売掛金に係る顧客の信用リスクは、与信管理規程に沿って取引先ごとに期日及び残

高の管理を行い、主な取引先の信用状況は定期的にモニタリングし、財務状況等の悪化等による回

収懸念の早期把握や軽減を図っております。投資有価証券は満期保有目的の債券及び株式であり、

上場株式については四半期ごとに時価の把握をしております。デリバティブについては、為替変動

リスクを回避する目的で為替予約取引を利用しており、投機目的のデリバティブ取引は行っており

ません。
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2. 金融商品の時価等に関する事項

2025年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額は次のとおりであります。
(単位：千円)

区分 連結貸借対照表計上額 時価 差額

投資有価証券

満期保有目的の債券 100,000 99,675 △325

その他有価証券 2,587,007 2,587,007 －

長期貸付金 4,400 4,241 △158

資産計 2,691,407 2,690,924 △483

長期未払金 13,600 13,320 △279

負債計 13,600 13,320 △279

（注）現金及び預金、受取手形及び売掛金、電子記録債権、支払手形及び買掛金、電子記録債務、短期
借入金、未払法人税等、これらは、現預金であること、又は主に短期間で決済されるため時価が
帳簿価額に近似することから、記載を省略しております。

3.金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の3つ
のレベルに分類しております。
レベル１の時価：同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場価格により算定した

時価
レベル２の時価：レベル１のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプットを用いて算

定した時価
レベル３の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価
時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットが
それぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類してお
ります。

（1）時価で連結貸借対照表に計上している金融商品
（単位：千円）

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

有価証券及び投資有価証券
その他有価証券
株式 2,587,007 － － 2,587,007

資産計 2,587,007 － － 2,587,007

（2）時価で連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品
（単位：千円）

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

有価証券及び投資有価証券
満期保有目的の債券
社債 ─ 99,675 ─ 99,675

長期貸付金 ─ 4,241 ─ 4,241

資産計 ─ 103,916 ─ 103,916

長期未払金 ─ 13,320 ─ 13,320

負債計 ─ 13,320 ─ 13,320

（注）時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明並びに有価証券に関する事項

有価証券及び投資有価証券

活発な市場における相場価格を使用できるものは、レベル1の時価に分類しております。なお、
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満期保有目的の債券については、元利金の合計額を当該債券の残存期間及び信用リスクを加味し

た利率を基に、割引現在価値法により時価を算定していることから、レベル2の時価に分類して

おります。

長期貸付金

長期貸付金の時価について、将来キャッシュ・フローを銀行等で追加的に借り入れた場合に想

定される利率で割り引いた現在価値により算定していることから、レベル2の時価に分類してお

ります。

長期未払金

長期未払金の時価について、将来キャッシュ・フローを銀行等で追加的に借り入れた場合に想

定される利率で割り引いた現在価値により算定していることから、レベル2の時価に分類してお

ります。

（賃貸等不動産に関する注記)

1. 賃貸等不動産の状況に関する事項

当社では、東京都その他の地域において、賃貸収益を得ることを目的として賃貸オフィスビルや

賃貸マンション(土地含む。)を所有しております。2025年3月期における当該賃貸等不動産に関す

る賃貸利益は186,510千円(賃貸収益は売上高に、賃貸費用は売上原価に計上)であります。

2. 賃貸等不動産の時価に関する事項
(単位：千円)

連結貸借対照表計上額 時価

2,316,855 4,811,533

(注) 1. 連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額及び減損損失累計額を控除した金
額であります。

2. 当期末の時価は、主として「不動産鑑定評価基準」に基づいて自社で算定した金額 (指標
等を用いて調整を行ったものを含む。）であります。

（１株当たり情報に関する注記)

1. １株当たり純資産額 580円06銭

2. １株当たり当期純利益 34円88銭

（収益認識に関する注記）
1. 収益の分解

当社グループは業務用厨房関連事業及び不動産賃貸事業を営んでおり、各事業の売上高は業務用
厨房関連事業が15,222,750千円及び不動産賃貸事業が338,789千円であります。このうち、顧客と
の契約から認識した収益は、業務用厨房関連事業の売上であります。

2．収益を理解するための基礎となる情報
連結注記表(連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記等)の４．会計方針に

関する事項（5）重要な収益及び費用の計上基準に記載のとおりとなっております。

（重要な後発事象に関する注記）
該当事項はありません。
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貸 借 対 照 表
(2025年３月31日現在)

(単位：千円)

科 目 金 額 科 目 金 額

資 産 の 部 負 債 の 部

流 動 資 産 8,471,808 流 動 負 債 6,462,691

現 金 及 び 預 金 3,610,084 電 子 記 録 債 務 2,170,742

受 取 手 形 244,327 買 掛 金 1,407,305

電 子 記 録 債 権 94,320 短 期 借 入 金 2,100,000

売 掛 金 2,633,869 未 払 金 160,079

商 品 1,624,922 未 払 費 用 18,981

短 期 貸 付 金 1,200 未 払 法 人 税 等 176,931

前 払 金 137,518 前 受 金 277,653

前 払 費 用 71,484 預 り 金 41,240

そ の 他 72,181 前 受 収 益 1,757

貸 倒 引 当 金 △18,100 賞 与 引 当 金 108,000

固 定 資 産 9,427,268 固 定 負 債 881,514

有 形 固 定 資 産 5,328,612 退 職 給 付 引 当 金 827,228

建 物 2,323,455 役 員 退 職 慰 労 引 当 金 14,100

構 築 物 46,303 長 期 預 り 保 証 金 24,082

機 械 装 置 6,465 長 期 未 払 金 13,600

車 両 運 搬 具 36,329 長 期 前 受 収 益 727

工 具 器 具 備 品 31,538 繰 延 税 金 負 債 1,776

土 地 2,859,309 負 債 合 計 7,344,205

建 設 仮 勘 定 25,209 純 資 産 の 部

無 形 固 定 資 産 798,816 株 主 資 本 9,434,063

特 許 権 35,745 資 本 金 3,235,546

借 地 権 31,555 資 本 剰 余 金 2,965,130

電 話 加 入 権 19,763 資 本 準 備 金 2,964,867

ソ フ ト ウ エ ア 711,696 そ の 他 資 本 剰 余 金 263

そ の 他 55 利 益 剰 余 金 4,175,892

投資その他の資産 3,299,839 そ の 他 利 益 剰 余 金 4,175,892

投 資 有 価 証 券 2,687,007 土 地 圧 縮 積 立 金 54,931

関 係 会 社 株 式 173,001 建 物 圧 縮 積 立 金 2,569

破 産 更 生 債 権 等 125,747 構 築 物 圧 縮 積 立 金 64

長 期 前 払 費 用 9,492 繰 越 利 益 剰 余 金 4,118,326

会 員 権 10,823 自 己 株 式 △942,506

長 期 貸 付 金 4,400 評価・換算差額等 1,120,807

リ ー ス 投 資 資 産 165,523 その他有価証券評価差額金 1,120,807

そ の 他 242,968

貸 倒 引 当 金 △119,124 純 資 産 合 計 10,554,871

資 産 合 計 17,899,076 負 債 純 資 産 合 計 17,899,076
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損 益 計 算 書

(2024年４月１日から
2025年３月31日まで)

(単位：千円)

科 目 金 額

売 上 高 15,587,857

売 上 原 価 11,168,423

売 上 総 利 益 4,419,434

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 3,586,182

営 業 利 益 833,251

営 業 外 収 益

受 取 利 息 2,069

受 取 配 当 金 57,580

受 取 家 賃 6,007

受 取 手 数 料 718

受 取 賃 貸 料 4,515

為 替 差 益 7,710

そ の 他 7,544 86,145

営 業 外 費 用

支 払 利 息 17,600 17,600

経 常 利 益 901,796

特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 8,979

投 資 有 価 証 券 売 却 益 121,550

抱 合 せ 株 式 消 滅 差 益 215 130,745

特 別 損 失

固 定 資 産 除 却 損 14,158

減 損 損 失 26,434 40,593

税 引 前 当 期 純 利 益 991,949

法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 325,400

法 人 税 等 調 整 額 12,868 338,268

当 期 純 利 益 653,680
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株主資本等変動計算書

(2024年４月１日から
2025年３月31日まで)

(単位：千円)

株 主 資 本

資本金
資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

資本準備金
そ の 他
資本剰余金

資本剰余金
合 計

そ の 他
利益剰余金

利益剰余金
合 計

当 期 首 残 高 3,235,546 2,964,867 263 2,965,130 3,670,931 3,670,931

事業年度中の変動額

剰 余 金 の 配 当 △148,719 △148,719

当 期 純 利 益 653,680 653,680

自 己 株 式 の 取 得

株主資本以外の項目の事業
年度中の変動額（純額)

事業年度中の変動額合計 － － － － 504,961 504,961

当 期 末 残 高 3,235,546 2,964,867 263 2,965,130 4,175,892 4,175,892

株 主 資 本 評価・換算差額等
純資産合計

自 己 株 式 株主資本合計
その他有価証券
評価差額金

当 期 首 残 高 △942,502 8,929,105 1,130,716 10,059,822

事業年度中の変動額

剰 余 金 の 配 当 △148,719 △148,719

当 期 純 利 益 653,680 653,680

自 己 株 式 の 取 得 △3 △3 △3

株主資本以外の項目の事業
年度中の変動額（純額)

△9,909 △9,909

事業年度中の変動額合計 △3 504,957 △9,909 495,048

当 期 末 残 高 △942,506 9,434,063 1,120,807 10,554,871
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(注) その他利益剰余金の内訳
(単位：千円)

固定資産圧縮積立金 繰越利益剰余金 合計

当 期 首 残 高 58,700 3,612,230 3,670,931

事業年度中の変動額

剰 余 金 の 配 当 △148,719 △148,719

当 期 純 利 益 653,680 653,680

固定資産圧縮積立金の取崩 △1,135 1,135 －

事業年度中の変動額合計 △1,135 506,096 504,961

当 期 末 残 高 57,565 4,118,326 4,175,892
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個 別 注 記 表

(重要な会計方針に係る事項に関する注記)

1. 重要な資産の評価基準及び評価方法

(1)有価証券

子会社株式及び関連会社株式 総平均法による原価法

満期保有目的の債券 償却原価法（定額法）

その他有価証券

市場価格のない株

式等以外のもの

時価法（評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は、移

動平均法により算定）

市場価格のない株式等 主として移動平均法による原価法

(2)デリバティブ 時価法を採用しております。

(3)棚卸資産

商 品 個別法による原価法(収益性の低下による簿価切下げの方法)によってお

ります。

2. 固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産 定率法

ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並

びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物について

は、定額法を採用しております。

主な耐用年数は次のとおりであります。

建物 10～50年

車両運搬具 ４～６年

なお、取得価額が100千円以上200千円未満の少額減価償却資産について

は、３年で均等償却する方法を採用しております。

(2) 無形固定資産 定額法

ただし、自社利用のソフトウエアについては、社内における見込利用可

能期間（５年）に基づく定額法によっております。

主な耐用年数は次のとおりであります。

特許権 ８年

(3) 長期前払費用 定額法

3. 引当金の計上基準

(1) 貸 倒 引 当 金 債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率に

より、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討

し、回収不能見込額を計上しております。

(2) 賞 与 引 当 金 従業員の賞与支給にあてるため、将来の支給見込額のうち当事業年度の

負担額を計上しております。

(3) 退職給付引当金 従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及

び年金資産の見込額に基づき、計上しております。

①退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの

期間に帰属させる方法については、給付算定式基準によっております。

②数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法

過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定

の年数(１年)による定額法により費用処理しております。

数理計算上の差異は、それぞれ発生の翌事業年度に費用処理すること

としております。

(4) 役員退職慰労引当金 役員の退職慰労金の支給に備えるため、役員退職慰労金規程（内規）に

基づく当事業年度末要支給額を計上しております。
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4. 収益及び費用の会計基準

業務用厨房関連事業は業務用厨房機器の商品及び製品の販売、据付工事を行っており、顧客と

の間に締結した販売契約に基づき、引渡時点において顧客が当該財に対する支配を獲得し、履行

義務が充足されたものと判断していることから、顧客の指定先に商品及び製品を引き渡した時点

又は据付工事の完了した時点で収益を認識しております。

（会社方針の変更に関する注記）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号2022年10月28日。以下

「2022年改正会計基準」という。）等を当事業年度の期首から適用しております。

法人税等の計上区分に関する改正については、2022年改正会計基準第20－３項ただし書きに

定める経過的な取扱いに従っております。これによる計算書類に与える影響はありません。

（重要な会計上の見積りに関する注記）

1.繰延税金資産の回収の可能性

（1）当事業年度の計算書類に計上した金額

457,530千円(繰延税金負債相殺前)

（2）識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

連結注記表「重要な会計上の見積りに関する注記」の内容と同一であります。

2.減損損失

(1) 当事業年度の計算書類に計上した金額

26,434千円

（2）識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

連結注記表「重要な会計上の見積りに関する注記」の内容と同一であります。

(貸借対照表に関する注記)

1. 有形固定資産の減価償却累計額 4,925,316千円

2. 関係会社に対する短期金銭債権 193千円

〃 短期金銭債務 111,254千円

〃 長期金銭債務 2,400千円

3. 当社におきましては、運転資金の効率的な調達を行うために取引銀行と当座貸越契約及び貸出コ

ミットメント契約を締結しております。当事業年度末における当座貸越契約及び貸出コミットメン

トに係る借入未実行残高等は次のとおりであります。

当座貸越極度限度額及び貸出コミットメントの総額 3,300,000千円

借入実行残高 2,100,000千円

差引額 1,200,000千円

(損益計算書に関する注記)

1. 関係会社との取引高

売上高 70,837千円

仕入高 1,186,139千円

営業取引以外の取引高

受取賃貸料等 4,514千円

支払手数料 3,796千円

2. 通常の販売目的で保有するたな卸資産の収益性の低下による簿価切下額 63,084千円

(株主資本等変動計算書に関する注記)

当事業年度の末日における自己株式の種類及び数

普通株式 5,228,335株
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(税効果会計に関する注記)
繰延税金資産
賞与引当金 33,070千円

未払事業税 14,149千円

貸倒引当金 43,000千円

退職給付引当金 269,144千円

役員退職慰労引当金 4,444千円

商品評価損 68,950千円

投資有価証券評価損 87,881千円

有形固定資産減損損失 167,765千円

会員権評価損 30,512千円

その他有価証券評価差額金 6,396千円

その他 6,334千円

繰延税金資産小計 731,645千円

評価性引当額 △274,114千円

繰延税金資産合計 457,530千円
繰延税金負債
固定資産圧縮積立金 △26,720千円

その他有価証券評価差額金 △432,587千円

繰延税金負債合計 △459,307千円

繰延税金負債の純額 △1,776千円

(関連当事者取引に関する注記)

属性 会社名
議決権等の
所有割合

取引の内容
取引金額
（千円）

科目
期末残高
（千円）

子会社 ㈱北沢キープサービス 100％

売上高 52,993

仕入高 255,129

受取賃貸料 4,514

支払手数料 3,792

子会社 エース工業㈱ 100％

売上高 17,793 売掛金 172

仕入高 707,865 未収金 21
営業取引以外の

取引高
2 買掛金 77,980

前受金 700

長期預り保証金 2,400

子会社 サンベイク㈱ 100％
売上高 51 買掛金 20,915

仕入高 223,144 支払手形 16,658

取引条件及び取引条件の決定方針等
(注) 1. 価格その他の取引条件は、市場価格を勘案して価格交渉の上で決定しております。

2. 取引金額には消費税等を含めておりません。期末残高には消費税等を含めております。
3. 当社は2024年10月１日付で、株式会社北沢キープサービスを吸収合併しました。このため、

関連当事者であった期間の取引金額を記載しております。

(１株当たり情報に関する注記)
1. １株当たり純資産額 567円77銭

2. １株当たり当期純利益 35円16銭

（収益認識に関する注記)

収益を理解するための基礎となる情報

連結注記表「収益認識に関する注記」に同一の内容を記載しているため、注記を省略しております。

（重要な後発事象に関する注記）
該当事項はありません。
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書

独立監査人の監査報告書

2025年５月19日

北 沢 産 業 株 式 会 社

取 締 役 会 御中
永和監査法人

東京都中央区

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 津 村 玲

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 清 水 巧

監査意見

当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、北沢産業株式会社の2024年４月１日から

2025年３月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算

書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。

当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の

基準に準拠して、北沢産業株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期

間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行っ

た。監査の基準における当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記

載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会

社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人

は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容

その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容

を作成し開示することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロ

セスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当

監査法人はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。

連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程にお

いて、その他の記載内容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相

違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤

りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。

当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合に

は、その事実を報告することが求められている。

その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

連結計算書類に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計

算書類を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない

連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する

ことが含まれる。
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連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成する

ことが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準

に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を

監視することにある。

連結計算書類の監査における監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬

による重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立

場から連結計算書類に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生す

る可能性があり、個別に又は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理

的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスク

に対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さら

に、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・ 連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではない

が、監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監

査に関連する内部統制を検討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上

の見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入

手した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関し

て重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が

認められる場合は、監査報告書において連結計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重

要な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が適切でない場合は、連結計算書類に対して除外

事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監

査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可

能性がある。

・ 連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の

基準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及

び内容、並びに連結計算書類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価

する。

・ 連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分か

つ適切な監査証拠を入手する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び実施に関

して責任がある。監査人は、単独で監査意見に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程

で識別した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められてい

るその他の事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規

定を遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要

因を除去するための対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するための

セーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載

すべき利害関係はない。
以 上
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会計監査人の監査報告書

独立監査人の監査報告書

2025年５月19日

北 沢 産 業 株 式 会 社

取 締 役 会 御中
永和監査法人

東京都中央区

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 津 村 玲

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 清 水 巧

監査意見

当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、北沢産業株式会社の2024年４月１

日から2025年３月31日までの第78期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株

主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）につい

て監査を行った。

当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基

準に準拠して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正

に表示しているものと認める。

監査意見の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行っ

た。監査の基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載

されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立してお

り、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎

となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容

その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容

を作成し開示することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロ

セスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監

査法人はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。

計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程におい

て、その他の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違が

あるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの

兆候があるかどうか注意を払うことにある。

当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合に

は、その事実を報告することが求められている。

その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書

類等を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計

算書類等を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用すること

が含まれる。
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計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成すること

が適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基

づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を

監視することにある。

計算書類等の監査における監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬に

よる重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場

から計算書類等に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可

能性があり、個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見

込まれる場合に、重要性があると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスク

に対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さら

に、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・ 計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、

監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に

関連する内部統制を検討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上

の見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手

した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して

重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認

められる場合は、監査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な

不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意

見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に

基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性があ

る。

・ 計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基

準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内

容、並びに計算書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程

で識別した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められてい

るその他の事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規

定を遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要

因を除去するための対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するための

セーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係

はない。

以 上
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監査役会の監査報告書

監 査 報 告 書

当監査役会は、2024年４月１日から2025年３月31日までの第78期事業年度における取締役の職務

の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以

下のとおり報告いたします。

1. 監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容

（1）監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果につ

いて報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受

け、必要に応じて説明を求めました。

（2）各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従

い、取締役、内部監査部門その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の

整備に努めるとともに、以下の方法で監査を実施いたしました。

①取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について

報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所

において業務及び財産の状況を調査いたしました。また、子会社については、子会社の取締

役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。

②事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するた

めの体制その他株式会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するために必

要なものとして会社法施行規則第100条第１項及び第３項に定める体制の整備に関する取締

役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について、

取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じ

て説明を求め、意見を表明いたしました。

③事業報告に記載されている会社法施行規則第118条第３号イの基本方針及び同号ロの各取組

みについては、取締役会その他における審議の状況等を踏まえ、その内容について検討を加

えました。

④会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証する

とともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求

めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体

制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（企業会計

審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照

表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類

（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討い

たしました。
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2. 監査の結果

（1）事業報告等の監査結果

①事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているもの

と認めます。

②取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認め

られません。

③内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統

制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事

項は認められません。

④事業報告に記載されている会社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する

基本方針については、指摘すべき事項は認められません。事業報告に記載されている会社法

施行規則第118条第３号ロの各取組みは、当該基本方針に沿ったものであり、当社の株主共

同の利益を損なうものではなく、かつ、当社の会社役員の地位の維持を目的とするものでは

ないと認めます。

（2）計算書類及びその附属明細書の監査結果

会計監査人永和監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

（3）連結計算書類の監査結果

会計監査人永和監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2025年５月19日

北 沢 産 業 株 式 会 社 監査役会

常勤監査役 塩 﨑 康 男 ㊞

社外監査役 井 上 晴 孝 ㊞

社外監査役 納 谷 全一郎 ㊞

以 上
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株主総会参考書類
議案および参考事項
会社提案 ＜第１号議案から第３号議案＞
第１号議案 剰余金の処分の件

期末配当に関する事項
当期の期末配当は、安定配当を基調としつつ、今後の事業展開、経営体質
の充実強化に努める一方で、株主の皆様への日頃のご支援にお応えすべく、
以下のとおりといたしたいと存じます。
(1) 配当財産の種類 金銭
(2) 株主に対する配当財産の割当てに関する事項およびその総額

当社普通株式１株につき金10円 総額185,899,220円
(3) 剰余金の配当が効力を生ずる日 2025年６月30日

第２号議案 取締役９名選任の件
取締役全員（９名）は、本総会終結の時をもって任期満了となりますので、

取締役９名の選任をお願いいたしたいと存じます。
取締役候補者は、次のとおりであります。

候補者
番 号

氏 名
(生 年 月 日)

略歴、地位、担当および重要な兼職の状況
所有する当社
の株式の数

１
北
きた

川
がわ

正
まさ

樹
き

(1958年１月３日)

1981年４月 当社入社

53,629株

2005年４月 同 購買部長

2007年４月 同 九州ブロック長

2008年10月 同 購買部長兼海外部長

2011年６月 同 執行役員購買部長兼海外部長

2014年６月 同 取締役東日本営業本部長

2016年４月 同 取締役購買部長

2019年４月 同 代表取締役社長(現任)

（重要な兼職の状況）
―

【取締役候補者とした理由】
入社以来、購買部門、輸入商品を取り扱う海外部門、

販売部門の幅広い業務に従事し、ブロックを統括する役
職の経験も有しております。その経験に基づき、現在は
当社の代表取締役社長として、当社グループの経営を牽
引し、経営における重要事項の決定など企業価値向上を
図るために適切な役割を果たしており、今後においても
貢献が見込まれることから引き続き取締役候補者とした
ものであります。
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候補者
番 号

氏 名
(生 年 月 日)

略歴、地位、担当および重要な兼職の状況
所有する当社
の株式の数

２
石
いし

塚
づか

洋
ひろし

(1954年３月１日)

1977年４月 ㈱北陸銀行 入行

62,270株

2005年７月 当社(出向受入)、管理本部経理部長

2006年６月 同 入社、取締役管理本部経理部長

2009年12月 同 取締役管理本部長

2022年６月 同 常務取締役管理本部長(現任)

（重要な兼職の状況）
―

【取締役候補者とした理由】
前職の銀行での豊富な経験を有し、入社以来、経理部

門他、管理部門の業務に従事しております。その経験に
基づき現在は当社の常務取締役として、当社グループの
経営を牽引し、経営における重要事項の決定など企業価
値向上を図るために適切な役割を果たしており、今後に
おいても貢献が見込まれることから引き続き取締役候補
者としたものであります。

３
小
こ

山
やま

栄
えい

樹
き

(1957年１月２日)

1979年４月 当社入社

50,480株

1995年９月 同 札幌支店長

1996年７月 同 北海道ブロック長

2004年４月 同 執行役員 北海道ブロック長

2011年４月 同 執行役員 営業戦略本部長兼コーヒーマシ
ン販売促進部長兼キッチンコンサルタント室長

2011年６月 同 取締役営業戦略本部長兼コーヒーマシン販
売促進部長兼キッチンコンサルタント室長

2013年４月 同 取締役営業戦略本部長兼キッチンコン
サルタント室長

2019年４月 同 取締役購買部長

2019年６月 同 取締役購買部長兼海外部長

2021年４月 同 取締役自動機器担当(現任)

2021年４月 エース工業㈱ 代表取締役社長(現任)

（重要な兼職の状況）
エース工業株式会社代表取締役社長
【取締役候補者とした理由】

入社以来、販売部門の業務に従事し、ブロックを統括
する役職の経験、営業を統括する部署およびキッチンコ
ンサルタントを行う部署、購買部門、海外部門と幅広く
業務に従事しておりました。その経験に基づき、現在は
当社の取締役として、当社グループの経営を牽引し、経
営における重要事項の決定など企業価値向上を図るため
に適切な役割を果たしており、今後においても貢献が見
込まれることから引き続き取締役候補者としたものであ
ります。
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候補者
番 号

氏 名
(生 年 月 日)

略歴、地位、担当および重要な兼職の状況
所有する当社
の株式の数

４
神
かん

田
だ

浩
ひろ

徳
のり

(1960年４月11日)

1985年４月 当社入社

39,461株

2001年７月 同 営業本部第三営業部長

2007年10月 同 松本支店長

2010年４月 同 大阪支店長兼神戸出張所長

2014年６月 同 取締役西日本営業本部長

2016年４月 同 取締役東北・関東ブロック担当

2019年４月 同 取締役営業戦略本部長兼キッチンコン
サルタント室長

2021年４月 同 取締役営業戦略本部長兼キッチンコンサル
タント室長兼関東ブロック担当

2023年４月 同 取締役営業戦略本部長 兼キッチンコンサ
ルタント室長 兼近畿・中国・四国ブロック担
当(現任)

（重要な兼職の状況）
―

【取締役候補者とした理由】
入社以来、販売部門に従事し、本社での部長職、ブロ

ックを統括する役職等での幅広い営業活動の経験を有
し、営業を統括する部署およびキッチンコンサルタント
を行う部署の業務に従事しております。現在は当社の取
締役として、当社グループの経営を牽引し、経営におけ
る重要事項の決定など企業価値向上を図るために適切な
役割を果たしており、今後においても貢献が見込まれる
ことから引き続き取締役候補者としたものであります。

５
甲
こう

田
だ

欣 豊
よし のり

(1963年８月20日)

1987年４月 当社入社

15,936株

2003年４月 同 水戸支店長

2007年10月 同 第三営業部長

2015年４月 同 第一営業部長

2019年１月 同 執行役員 第一営業部長兼第二営業部長

2020年４月 同 執行役員 本社営業統括部長

2021年８月 同 執行役員 本社営業統括部長兼自動機器
販促グループ部長

2022年６月 同 取締役本社営業本部長

2024年10月 同 取締役本社営業本部長兼メンテナンス

部長(現任)
（重要な兼職の状況）
―

【取締役候補者とした理由】
入社以来、販売部門に従事し、支店・営業所での所属

長職や本社での部長職、本社営業部門の統括、新設され
たメンテナンス部門の部長職などの幅広い営業活動の経
験を有しており、その経験に基づき、現在は当社の取締
役として当社グループの経営を牽引し、経営における重
要事項の決定など企業価値向上を図るために適切な役割
を果たしており、今後においても貢献が見込まれること
から引き続き取締役候補者としたものであります。
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候補者
番 号

氏 名
(生 年 月 日)

略歴、地位、担当および重要な兼職の状況
所有する当社
の株式の数

６
長 谷
は せ

川
がわ

英 樹
ひで き

(1969年２月11日)

1989年４月 当社入社

17,542株

2005年４月 同 管理本部総務部次長

2016年４月 同 管理本部総務部長

2022年６月 同 取締役管理本部総務部長(現任)

（重要な兼職の状況）
―

【取締役候補者とした理由】
入社以来、購買部門、システム部門、業務部門など総

務部含めた幅広い管理部門の知識や経験を有しているこ
とから総務部の部長に従事しております。その経験に基
づき、現在は当社の取締役として当社グループの経営を
牽引し、経営における重要事項の決定など企業価値向上
を図るために適切な役割を果たし、今後においても貢献
が見込まれることから引き続き取締役候補者としたもの
であります。

７
青
あお

木
き

茂
しげ

男
お

(1942年３月３日)

1965年４月 日本生命保険相互会社入社

11,731株

1969年６月 公認会計士登録

1985年４月 国際商科大学(現 東京国際大学)商学部教授

2000年12月 同大学 副学長

2005年４月 青山学院大学大学院会計プロフェッション
研究科教授

2010年７月 財団法人(現 公益財団法人)金子国際文化
交流財団理事長(現任)

2011年４月 茨城キリスト教大学経営学部長

2014年７月 一般財団法人会計教育研修機構監事

2015年７月 茨城キリスト教大学名誉教授（現任）

2016年４月 千葉商科大学大学院会計ファイナンス研究
科客員教授(現任)

2016年６月 当社取締役(現任)

（重要な兼職の状況）
公認会計士
公益財団法人金子国際文化交流財団理事長
茨城キリスト教大学名誉教授
千葉商科大学大学院会計ファイナンス研究科客員教授
【社外取締役候補者とした理由および期待される役割】

過去に社外役員になる以外の方法で経営に関与した経
験はありませんが、大学教授、財団法人の理事長および
監事としての豊富な経験と公認会計士としての財務およ
び会計に関する幅広い知見を有しており、経営の意思決
定への妥当性・適正性を確保するための助言など、取締
役会の監督機能の強化と透明性の確保に向けての適切な
役割を担っていただけることが期待されるため、引き続
き社外取締役候補者としたものであります。
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候補者
番 号

氏 名
(生 年 月 日)

略歴、地位、担当および重要な兼職の状況
所有する当社
の株式の数

８
山
やま

田
だ

正
まさ

人
と

(1956年３月25日)

1978年４月 ㈱北陸銀行入行

4,083株

2009年１月 同 経営管理部上席推進役(出向松井建設㈱）
2009年７月 松井建設㈱ 執行役員営業本部営業部長
2010年２月 同 執行役員経営企画部長
2010年６月 同 取締役執行役員
2012年４月 同 取締役管理本部副本部長
2014年４月 同 取締役経営企画部・CSR推進室・情報シ

ステム部・法務室担当
2016年４月 同 取締役経営企画部・情報システム部担当
2018年４月 同 取締役常務執行役員経営本部長
2020年４月 同 取締役常務執行役員経営本部担当
2020年６月 当社取締役(現任)
2021年６月 ㈱東京富山会館 代表取締役社長
（重要な兼職の状況）
―

【社外取締役候補者とした理由および期待される役割】
金融機関に勤められた経験や上場会社の取締役におけ

る豊富な経営経験と幅広い見識をもとに、経営の意思決
定への妥当性・適正性を確保するための助言など、取締
役会の監督機能の強化と透明性の確保に向けての適切な
役割を担っていただけることが期待されるため、引き続
き社外取締役候補者としたものであります。

９

髙
たか

木
ぎ

い づ み
(戸籍上の氏名：

神門いづみ)

(1975年３月29日)

1996年11月 司法試験合格

1,856株

1999年４月 第一東京弁護士会に弁護士登録
2004年６月 堀裕法律事務所(現堀総合法律事務所)入所
2007年６月 ㈱プレステージ・インターナショナル社外

監査役
2017年２月 公認不正検査士（CFE）登録
2019年６月 個人情報保護監査人認定取得
2019年11月 金融内部監査士登録
2021年６月 公益財団法人日本ラグビーフットボール協

会理事
2022年３月 ㈱スピークバディ社外監査役(現任)
2023年６月 ㈱プレステージ・インターナショナル社外

取締役(現任)
2023年６月 当社取締役(現任)
（重要な兼職の状況）
堀総合法律事務所 パートナー弁護士
株式会社スピークバディ社外監査役
株式会社プレステージ・インターナショナル社外取締役
【社外取締役候補者とした理由および期待される役割】

弁護士として法令についての専門的な知識および公認
不正検査士、金融内部監査士などコンプライアンスに対
する知識や取締役および監査役としての経験があり、経
営の意思決定への妥当性・適正性を確保するための助言
など、取締役会の監督機能の強化と透明性の確保に向け
ての適切な役割を担っていただけることが期待されるた
め、引き続き社外取締役候補者としたものであります。
なお同氏は過去に社外役員となること以外の方法で経営
に関与した経験はありませんが、上記の理由により社外
取締役としてその職務を適切に遂行できるものと判断し
ております。
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(注) 1. 各取締役候補者と当社の間には、特別の利害関係はありません。
2. 当社は、保険会社との間で取締役全員および監査役全員を被保険者とする役員等賠償責

任保険契約を締結しており、被保険者である取締役および監査役がその職務の執行に関
し責任を負うこと又は当該責任の追及に係る請求を受けることによって生ずることのあ
る損害について填補されます。なお、各候補者が取締役に就任した場合は、当該保険契
約の被保険者となり、任期途中に当該保険契約を更新する予定であります。

3. 社外取締役候補者の独立性について
青木茂男氏、山田正人氏、髙木いづみ氏は、会社法施行規則第２条第３項第７号に定め
る社外取締役候補者であります。
なお、青木茂男氏の当社社外取締役の就任期間は本総会終結の時をもって９年となり、
山田正人氏の当社社外取締役の就任期間は本総会終結の時をもって５年となり、髙木い
づみ氏の当社社外取締役の就任期間は本総会終結の時をもって２年となります。
当社は、青木茂男氏、山田正人氏、髙木いづみ氏の３名を東京証券取引所の定めに基づ
く独立役員として届け出ております。

4. 当社と社外取締役は会社法第423条第１項に定める損害賠償責任を限定する契約を締結
しており、当該契約に基づく損害賠償責任限度額は、法令の定める最低責任限度額とし
ております。本議案が承認された場合、当社と青木茂男氏、山田正人氏、髙木いづみ氏
の３名との間において同内容の責任限定契約を継続する予定であります。
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（ご参考）

本株主総会後の取締役および監査役の期待する役割

氏 名 企業経営
営業・
マーケテ
ィング

仕入・在庫
製造・技術・
研究開発

財務・会計
人事・
人材開発

法務・
リスク管理

取
締
役

北川 正樹 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

石塚 洋 ○ ○ ○ ○ ○

小山 栄樹 ○ ○ ○ ○

神田 浩徳 ○ ○ ○

甲田 欣豊 ○ ○ ○

長谷川英樹 ○ ○ ○ ○

青木 茂男 ○ ○ ○ ○

山田 正人 ○ ○ ○ ○ ○

髙木いづみ ○ ○ ○

監
査
役

塩﨑 康男 ○ ○ ○ ○ ○

井上 晴孝 ○ ○

納谷全一郎 ○ ○

※上記一覧表は選任議案が原案どおり承認可決頂いた場合の一覧表になります。また、各自の有するす
べての知見や経験を表するものではありません。

― 48 ―

2025年05月27日 18時00分 $FOLDER; 48ページ （Tess 1.50(64) 20250213_01）



第３号議案 当社株式の大規模買付行為に関する対応方針（買収への対応方針）
の更新の件

当社は、2022年６月29日開催の当社第75期定時株主総会において、「当社株
式の大規模買付行為に関する対応方針」（以下「現行プラン」といいます。）
の更新について株主の皆様にご承認いただきました。現行プランの有効期間
は、上記第75期定時株主総会の終結の時から３年以内に終了する事業年度の
うち最終のものに関する定時株主総会の終結の時までとされておりますので、
2025年６月27日開催の当社第78期定時株主総会（以下「本定時株主総会」と
いいます。）の終結の時までとなります。当社は、更新後の買収への対応方針
に関する動向を踏まえ、2025年5月9日開催の取締役会において、本定時株主
総会における株主の皆様のご承認を条件として、更新することを決議いたし
ました。（以下更新後の対応方針を「本プラン」といいます。）
また、本プランの内容については、現行プランから実質的な変更点はあり

ません。
本プランを決定した当社取締役会には社外取締役３名を含む当社の取締役

全員および社外監査役２名を含む当社の監査役全員が出席し、いずれも本プ
ランの具体的運用が適正に行われることを条件として、本プランに賛成する
旨の意見を述べております。
また、本プランの更新について、現行プランの独立委員会による全員一致

の承認を得ております。

Ⅰ 会社の支配に関する基本方針

当社取締役会は、上場会社として当社株式の自由な売買を認める以上、当
社の取締役会の賛同を得ずに行われる、いわゆる「同意なき買収」であって
も、企業価値・株主共同の利益に資するものであれば、これを一概に否定す
るものではありません。特定の者の大規模買付行為に応じて当社株式の売却
を行うか否かは、最終的には当社株式を保有する株主の皆様の判断に委ねら
れるべきものであると考えます。
しかしながら、大規模な株式の買付けの中には、その目的等から見て企業

価値・株主共同の利益を著しく毀損するもの、株主に株式の売却を事実上強
要するおそれのあるもの、対象会社の取締役会や株主が大規模な株式の買付
けの内容について検討しあるいは対象会社の取締役会が代替案を提案するた
めの十分な時間や情報を提供しないもの、対象会社が買収者の提示した条件
よりも有利な条件をもたらすために買収者との交渉を必要とするもの等、対
象会社の企業価値・株主共同の利益に資さないものも少なくありません。
当社の財務および事業の方針の決定を支配する者の在り方としては、経営

理念、企業価値のさまざまな源泉、当社を支えるステークホルダーとの信頼
関係を十分に理解し、当社の企業価値・株主共同の利益を中長期的に確保、
向上させる者でなければならないと考えております。従いまして、企業価
値・株主共同の利益を毀損するおそれのある大規模買付者は、当社の財務お
よび事業の方針の決定を支配する者として不適切であると考えます。本プラ
ンは、その様な中で当社の企業価値・株主共同の利益を著しく毀損すると見
られる大規模な買付行為が行われた場合に備え適正な措置を講じるためのも
のであります。
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Ⅱ 会社の支配に関する基本方針の実現に資する取り組み

１．当社の企業価値の源泉について

当社は、1951年に日本黒耀石工業株式会社として創業して以来、食品加
工機器・厨房機器の総合販売会社として、新しい見識と技術をお客様に提
供し、共存共栄の理想を実現し、会社の安定と社員の幸福を増進し、社会
の繁栄に貢献することを経営の理念として事業展開をしてまいりました。
また、当社では経営理念を実行するために「和」を社是とし、①顧客の立
場で考え行動し、顧客の期待以上の事をする、②利益の追求は目的ではな
く、成功するための手段である、③誠実で正直に行動する、④「今こそ改
善すべき」「今」は常に「今」であり終わることはない、⑤自己の存在価値
を認識し、その価値向上に努める、の５つを「行動規範」としております。
また、当社は上記の主力事業以外にも、安定した収益を確保するために、
不動産の賃貸事業も行っております。
当社は、水と油のフライヤーWAOやスーパーケトルといった自社ブランド

の商品およびコーヒーマシンやマルチクッカーなどの世界の優れた商品を
お客様にご提供することだけでなく、顧客に対するキッチンコーディネイ
ト、厨房レイアウトの設計や施工、アフターサービス、ファニチャー販売
といったあらゆる面からのトータルサポートときめ細かい対応を行なうた
め、全国51ヵ所に支店・営業所・出張所網を展開しております。こうして、
当社は機器の生産と販売を通じてお客様に「利便性」、「経済性」、「安全性」
を提供する事はもとより、機器機能のソフト面に関してもお客様の満足度
向上を図るべく専門部署としてキッチンコンサルタント室、設備としてテ
ストキッチンを設置し、開発改良に取り組みお客様の要望を叶える新メニ
ューの提案も行っております。当社のこうした長年にわたる取り組みによ
り、外食産業を中心とする多くの取引先と信頼関係を築き上げてまいりま
した。また、不動産賃貸事業においては、全国の主要都市に賃貸マンショ
ンを保有しており当社の安定収益源として寄与しております。これらの当
社が長年にわたって築き上げてきた信用こそが当社の企業価値の源泉であ
ると考えております。

２．企業価値向上のための取り組み

当社を取り巻く環境は、少子高齢化に伴う人口減少等の構造的変化の進
展、ライフスタイルの変化による食生活の一層の多様化、また、先行きが
不透明な経済環境などめまぐるしいものがあります。このような経営環境
下において、当社では企業価値向上の取り組みとして、外食産業を中心と
する業界動向に関する情報収集の強化を図ることにより常に変化していく
顧客のニーズに的確に対応し、24時間365日サービス体制といったアフター
サービスの更なる向上に取り組むことで、取引先からの信頼を更に強固な
ものにしていく所存でおります。当社グループは業務用厨房機器発展の一
翼を担う企業としての自負を基本に、高付加価値商品の販売・自社商品の
販売促進等商品差別化の推進を行って参ります。また、自社商品を使用し
て頂くことによる効率的で安全性の高い作業環境の提案およびお客様のニ
ーズを最優先に考えた提案セールス・戦略的営業の推進を図り、市場ニー
ズの多様化にも柔軟に対応できる積極的な事業展開を行っていく所存であ
ります。今後の課題としては、更なる単品販売の強化を図っていくなかで、
当社独自の魅力があり、競争力のある商品を重点的に拡販するとともに、
ホテル・病院・福祉施設・加工場等の大型施設への積極的な営業活動、24
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時間365日サービス体制の一層の充実を目指してまいります。また、行動計
画をもとに既存顧客の掘り起こし・独自の顧客リストを用いた戦略的な営
業活動を行い、自社主力商品の単品販売も軸にお客様が求めているニーズ
に合った営業基盤を強化しております。さらに、当社では「物を売るのは
人である」の観点に立ち、人材教育についても積極的に行っております。
オンライン会議や動画にて商品研修の実施や埼玉県日高市に所有する150名
収容の会議室、40名収容の宿泊設備、150平方メートルのテストキッチン等
を備えた研修施設において、社員研修を行っております。研修施設におい
ては、社員研修だけでなくお客様への商品デモや当社のPRの場としてフル
に活用し、受注に結びつくなどの効果も得ております。不動産賃貸事業に
おいては、優良な入居者を確保することにより、安定的な収益の確保に努
めてまいります。当社はこれらの施策により、安定した業績の確保と健全
な財務体質を構築し、当社の企業価値および株主の皆様の共同の利益の確
保・向上に取り組んでまいります。

３．コーポレート・ガバナンス

当社はコーポレート・ガバナンスの強化に努めております。当社では、
社外取締役を３名選任しておりますが、取締役の責任の所在を明確化し、
経営の透明性を向上させるとともに、取締役の選任および解任について株
主の皆様のご意思が経営により適時に反映することができるように、2010
年６月29日開催の当社第63期定時株主総会において、当社の取締役の任期
を２年から１年に短縮する旨の定款変更に関する議案を株主の皆様にご承
認いただきました。また、当社監査役３名のうち、２名は独立性の高い社
外監査役となっているため、当社取締役の業務執行を十分に監視できる体
制が整備されております。

Ⅲ 本プランの内容（会社の支配に関する基本方針に照らして不適切な者によ

って当社の財務および事業の方針の決定が支配されることを防止するため

の取り組み）

１．本プランの目的

中長期的な企業価値・株主共同の利益の確保・向上を目指す当社の経営
にあたっては、幅広いノウハウと豊富な経験、並びに顧客、従業員、関係
会社および取引先等のステークホルダーとの間に築かれた関係等への十分
な理解が不可欠です。これら当社の事業特性に関する十分な理解がなくて
は、株主の皆様が将来実現することのできる株主価値を適正に判断するこ
とはできません。突然大規模な買付けがなされたときに、買付者の提示す
る当社株式の取得対価が妥当かどうかを株主の皆様が短期間の内に適切に
判断し、当該買付行為に応じるか否かを検討するためには、買付者および
取締役会の双方から適切かつ十分な情報が提供されることが不可欠です。
さらに、大規模な買付けが当社に与える影響や、当社の顧客、従業員、関
係会社および取引先等のステークホルダーとの関係についての方針を含む、
買付者が考える当社の経営に参画したときの経営方針や事業計画の内容等
は、当該買付行為に応じるか否かを検討するうえで重要な判断材料であり
ます。同様に、取締役会が当該大規模な買付けについてどのような意見を
有しているのかも、株主の皆様にとっては重要な判断材料になると考えま
す。
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これらを考慮し、当社取締役会は、当社株式の大規模な買付けに際して
は、買付者から事前に、株主の皆様の判断のために必要かつ十分な買付け
に関する情報が提供されるべきであると判断しました。当社取締役会は、
当該情報が提供された後、大規模な買付けに対する取締役会としての意見
の検討を速やかに開始し、取締役会から独立した組織として設置された独
立委員会（その詳細については下記３．（4）独立委員会の設置をご参照）
に諮問し、また、必要に応じて外部専門家等の助言を受けながら、提供さ
れた情報を十分に評価・検討し、独立委員会からの勧告を最大限尊重した
うえで、意見を形成し公表いたします。また、必要に応じ、買付者との間
で大規模な買付けに関する条件の改善についての交渉や当社取締役会とし
ての当社株主の皆様に対する代替案の提示をすることもあります。なお、
当社取締役会は、当該情報の提供が完了した場合には、速やかにその旨お
よび取締役会としての評価が満了する日を公表いたします。
また、当社取締役会は、企業価値・株主共同の利益の保護および株主の

皆様に大規模な買付けに応じるか否かを適切に判断して頂く時間を確保す
ることを目的として、以下の内容の大規模な買付けに関するルール（以下
「大規模買付ルール」といいます。）を設定するものであります。

２．大規模買付ルールの概要

本プランにおいては、特定株主グループ（注1）の議決権割合（注2）を
20％以上とする当社株式等（注3）の買付行為、又は結果として特定株主グ
ループの議決権割合が20％以上となる当社株式等の買付行為（いずれにつ
いても当社取締役会があらかじめ同意したものを除き、以下、当該買付行
為を「大規模買付行為」といい、大規模買付行為を行う者を「大規模買付
者」といいます。）がなされる場合を適用対象とします。当社取締役会が設
定する大規模買付ルールにおいては、①大規模買付者が事前に当社取締役
会に対して必要かつ十分な情報を提供し、②それに基づき当社取締役会が
当該大規模買付行為について評価・検討を行うための期間が経過した後に
大規模買付行為が開始されるというものです。

注１：特定株主グループとは、

(ⅰ) 当社の株券等（金融商品取引法第27条の23第１項に規定する株券
等をいいます。）の保有者（同法第27条の23第３項に基づき保有者に
含まれる者を含みます。以下同じとします。）およびその共同保有者
（同法第27条の23第５項に規定する共同保有者をいい、同条第６項に
基づく共同保有者とみなされる者を含みます。以下同じとします。）、
又は、

(ⅱ) 当社の株券等（同法第27条の２第１項に規定する株券等をいいま
す。）の買付け等（同法第27条の２第１項に規定する買付け等をい
い、取引所有価証券市場において行われるものを含みます。）を行う
者およびその特別関係者（同法第27条の２第７項に規定する特別関
係者をいいます。）を意味します。

注２：議決権割合とは、
(ⅰ) 特定株主グループが、注１の(ｉ)記載の場合は、当該保有者の株

券等保有割合（同法第27条の23第４項に規定する株券等保有割合を
いいます。この場合においては、当該保有者の共同保有者の保有株
券等の数（同項に規定する保有株券等の数をいいます。以下同じと
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します。）も計算上考慮されるものとします。）、
又は、

(ⅱ) 特定株主グループが、注１の(ⅱ)記載の場合は、当該買付者およ
び当該特別関係者の株券等保有割合（同法第27条の２第８項に規定
する株券等所有割合をいいます。）の合計をいいます。
各株券等保有割合の算出に当たっては、総議決権（同法第27条の２
第８項に規定するものをいいます。）および発行済株式の総数（同法
第27条の23第４項に規定するものをいいます。）は、有価証券報告
書、半期報告書および自己株券買付状況報告書のうち直近に提出さ
れたものを参照することができるものとします。

注３：株式等とは、金融商品取引法第27条の２第１項に規定する株券等又
は同法第27条の23第１項に規定する株券等を意味します。

３．本プランの手続きおよび内容

(1) 意向表明書の当社への事前提出
大規模買付者には、大規模買付行為に先立ち、当社取締役会に対し、

大規模買付ルールに従う旨の誓約および以下の内容等を記載した意向表
明書（以下「意向表明書」といいます。）をご提出いただきます。大規模
買付行為の提案があった場合には、法令および当社が上場する証券取引
所の上場規則等に従い、適時・適切に開示します。

① 大規模買付者の名称、住所
② 設立準拠法
③ 代表者の氏名
④ 国内連絡先
⑤ 提案する大規模買付行為の概要等

(2) 大規模買付者からの情報の提供

当社取締役会は、上記（1）の意向表明書受領後10営業日以内に、大規
模買付者から当社取締役会に対して当初提供いただくべき、株主の皆様
の判断および取締役会としての意見形成のために必要かつ十分な情報
（以下「本必要情報」といいます。）のリストを当該大規模買付者に交付
します。当初提供していただいた情報を精査した結果、それだけでは不
十分と認められる場合には、当社取締役会は、大規模買付者に対して本
必要情報が揃うまで追加的に情報提供を求めます。本必要情報の具体的
内容は大規模買付者の属性および大規模買付行為の内容によって異なり
ますが、一般的な項目は以下のとおりです。

① 大規模買付者およびそのグループ（共同保有者、特別関係者および
ファンドの場合は各組合員その他の構成員を含みます。）の詳細（名
称、事業内容、経歴又は沿革、資本構成、財務内容、当社および当
社グループの事業と同種の事業についての経験等に関する情報を含
みます。）

② 大規模買付行為の目的、方法および内容（買付等の対価の価額・種
類、買付等の時期、関連する取引の仕組み、買付等の方法の適法性、
買付等および関連する取引の実現可能性等を含みます。）

③ 当社株式の買付等対価の算定根拠（算定の前提となる事実、算定方
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法、算定に用いた数値情報および買付等に係る一連の取引により生
じることが予想されるシナジーの内容を含みます。）

④ 大規模買付行為における買付資金の裏付け（資金の提供者（実質的
提供者を含みます。）の具体的名称、調達方法、関連する取引の内容
を含みます。）

⑤ 当社および当社グループの経営に参画した後に想定している経営者
候補（当社および当社グループの事業についての経験等に関する情
報を含みます。）、経営方針・経営理念、事業計画、財務計画、資本
政策、配当政策、資産活用策等

⑥ 当社および当社グループの取引先、顧客、従業員その他の当社に係
る利害関係者（ステークホルダー）の処遇方針

⑦ その他大規模買付行為の妥当性および適法性等を判断するために当
社取締役会および独立委員会が合理的に必要と判断する情報

なお、以上の情報は全て日本語にて提供いただくものとします。当社
は、大規模買付行為の提案があった事実および取締役会に提供された本
必要情報は、株主の皆様の判断のために必要であると認められる場合に
は、当社取締役会が適切と判断する時点で、その全部又は一部を公表し
ます。また、当社取締役会が、大規模買付者からの本必要情報の提供が
完了したと判断した場合には、法令および当社が上場する証券取引所の
上場規則等に従い、当該決定について適時・適切に開示します。

(3) 取締役会による評価期間

当社取締役会は、大規模買付行為の評価等の難易度に応じ、大規模買
付者が取締役会に対し本必要情報の提供を完了した後、60日間（対価を
現金（円貨）のみとする公開買付けによる当社全株式の買付の場合）又
は90日間（その他の大規模買付行為の場合）を当社取締役会による評価、
検討、交渉、意見形成、代替案立案のための期間（以下「取締役会評価
期間」といいます。）とします。従って、大規模買付行為は、取締役会評
価期間の経過後にのみ開始されるものとします。取締役会評価期間中、
取締役会は独立委員会に諮問し、また、独立の外部専門家（ファイナン
シャル・アドバイザー、弁護士、公認会計士、コンサルタントその他の
専門家）の助言を受けながら、提供された本必要情報を十分に評価･検討
し、独立委員会からの勧告を最大限尊重した上で、当社取締役会として
の意見を慎重にとりまとめ、公表します。また、必要に応じ、大規模買
付者との間で大規模買付行為に関する条件改善について交渉し、当社取
締役会として株主の皆様に対し代替案を提示することもあります。

(4) 独立委員会の設置

本プランにおいて、大規模買付者が当社取締役会に提供すべき情報の
範囲、大規模買付者が大規模買付ルールを遵守したか否か、大規模買付
行為が企業価値・株主共同の利益を著しく損なうか否かおよび対抗措置
をとるか否か等の検討および判断については、その客観性、公正さおよ
び合理性を担保するため、当社は、当社取締役会から独立した組織とし
て独立委員会を設置しております（独立委員会運営規則の概要について
は別紙-１をご参照願います。）。当社取締役会は上記の判断を行うにあた
りかかる独立委員会に必ず諮問することとし、独立委員会は諮問を受け
た事項について当社取締役会に対して勧告することとします。さらに、
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独立委員会は、その判断の合理性・客観性を高めるために、必要に応じ
て当社の費用で当社経営陣から独立した第三者（ファイナンシャル・ア
ドバイザー、弁護士、公認会計士、税理士、コンサルタントその他の専
門家を含む。）の助言を得ることができるものとします。また、当社の取
締役、監査役、従業員等に独立委員会への出席を要求し、必要な情報に
ついて説明を求めたりしながら、当社取締役会から諮問を受けた事項に
ついて審議・決議し、その決議の内容に基づいて、当社取締役会に対し
勧告を行います。この勧告は公表することといたします。

当社取締役会は、独立委員会による勧告を最大限尊重し、対抗措置の
発動又は不発動につき速やかに決議を行うものとします。
当社取締役会の決定に際しては独立委員会による勧告を最大限尊重し、

かつ必ずこのような独立委員会の勧告手続を経なければならないものと
することにより、取締役会の判断の客観性、公正さおよび合理性を確保
する手段として機能するよう位置付けています。本プランの更新時にお
いて就任が予定される独立委員会委員の氏名および略歴は別紙-2に記載
のとおりです。

４．大規模買付行為がなされた場合の対応

(1) 大規模買付者が大規模買付ルールを遵守した場合
大規模買付者が大規模買付ルールを遵守した場合には、当社取締役会

は、仮に当該大規模買付行為に反対であったとしても、当該買付提案に
ついての反対意見を表明したり、代替案を提示することにより、株主の
皆様を説得するに留め、原則として当該大規模買付行為に対する対抗措
置はとりません。大規模買付者の買付提案に応じるか否かは、株主の皆
様において、当該買付提案および当社が提示する当該買付提案に対する
意見、代替案等をご考慮のうえ、ご判断いただくことになります。

但し、大規模買付ルールが遵守されている場合であっても、当該大規
模買付行為が会社に回復し難い損害をもたらすなど、当社の企業価値・
株主共同の利益を著しく損なうと当社取締役会が判断した場合には、当
社取締役会は企業価値および株主共同の利益の確保・向上を目的として、
例外的に新株予約権の無償割当て等、会社法その他の法律および当社定
款が認める対抗措置を取ることがあります。具体的には、以下のいずれ
かの類型に該当すると判断された場合には、当該大規模買付行為は当社
の企業価値・株主共同の利益を著しく損なうと認められる場合に該当す
るものと考えます。

① 真に会社経営に参加する意思がないにもかかわらず、ただ株価をつ
り上げて高値で株式を会社関係者に引き取らせる目的で株式の買収
を行っている場合（いわゆるグリーンメーラーである場合）

② 会社経営を一時的に支配して当社の事業経営上必要な知的財産権、
ノウハウ、企業秘密情報、主要取引先や顧客等を当該買収者やその
グループ会社等に移譲させるなど、いわゆる焦土化経営を行う目的
で株式の買収を行っている場合

③ 会社経営を支配した後に、当社の資産を当該買収者やそのグループ
会社等の債務の担保や弁済原資として流用する予定で株式の買収を
行っている場合

④ 会社経営を一時的に支配して当社の事業に当面関係していない不動
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産、有価証券など高額資産等を売却等処分させ、その処分利益をも
って一時的な高配当をさせるかあるいは一時的高配当による株価の
急上昇の機会を狙って株式の高価売り抜けをする目的で株式の買収
を行っている場合

⑤ 大規模買付者の提案する当社株式の買付方法が、いわゆる強圧的二
段階買収（最初の買付で当社の株券等の全部の買付を勧誘すること
なく、二段階目の買収条件を不利に設定し、あるいは明確にしない
で、公開買付け等の株券等の買付を行うことをいいます。）等の、株
主の判断の機会又は自由を制約し、事実上、株主に当社の株券等の
売却を強要するおそれがあると判断された場合

⑥ 大規模買付者による支配権取得により、従業員、顧客、取引先等の
ステークホルダーの利益が損なわれ、それによって当社の企業価
値・株主共同の利益が著しく損なわれると判断される場合

⑦ 大規模買付者が提案する当社株式の買付条件（対価の価額・種類、
買付等の時期、買付方法の適法性、買付等の後における当社の従業
員、顧客、取引先等のステークホルダーの処遇方針等を含みます。）
が当社の企業価値に鑑み著しく不十分又は不適切なものであると判
断される場合

(2) 大規模買付者が大規模買付ルールを遵守しない場合
大規模買付者が大規模買付ルールを遵守しない場合には、具体的な買

付方法の如何にかかわらず、当社取締役会は、当社の企業価値・株主共
同の利益を守ることを目的として、新株予約権の無償割当て等、会社法
その他の法律および当社定款が認める対抗措置をとり、大規模買付行為
に対抗する場合があります。大規模買付者が大規模買付ルールを遵守し
たか否かおよび対抗措置の発動の適否は、独立委員会の勧告を最大限尊
重し、外部専門家等の意見も参考にして当社取締役会が決定します。具
体的にいかなる手段を講じるかについては、その時点で最も適切と当社
取締役会が判断したものを選択することとします。取締役会が対抗措置
として、例えば新株予約権の無償割当てをする場合の概要は別紙-３に記
載のとおりですが、実際に新株予約権の無償割当てをする場合には、議
決権割合が一定割合以上の特定株主グループに属さないことを新株予約
権の行使条件とすることや新株予約権者に対して、当社株式と引き換え
に当社が新株予約権を取得する旨の取得条項をつけるなど、対抗措置と
しての効果を勘案した条件を設けることがあります。

５．本プランが株主・投資家に与える影響

(1) 大規模買付ルールが株主・投資家に与える影響
本プランにおける大規模買付ルールは、当社株主の皆様が大規模買付

行為に応じるか否かを判断するために必要な情報や、現に当社の経営を
担っている当社取締役会の意見を提供し、さらには、当社株主の皆様が
代替案の提示を受ける機会を確保することを目的としています。これに
より株主の皆様は、十分な情報のもとで、大規模買付行為に応じるか否
かについて適切な判断をすることが可能となり、そのことが当社の企業
価値・株主共同の利益の保護につながるものと考えます。従いまして、
大規模買付ルールの設定は、当社株主および投資家の皆様が適切な投資
判断を行ううえでの前提となるものであり、当社株主および投資家の皆

― 56 ―

2025年05月27日 18時00分 $FOLDER; 56ページ （Tess 1.50(64) 20250213_01）



様の利益に資するものであると考えております。本プランが本定時株主
総会において株主の皆様に承認された時点においては、当社は新株予約
権の無償割当て、会社法その他の法律および当社定款が認める対抗措置
自体は行われませんので、株主および投資家の皆様に直接具体的な影響
が生じることはありません。
なお、上記４．において述べたとおり、大規模買付者が大規模買付ル

ールを遵守するか否かにより大規模買付行為に対する当社の対応方針が
異なりますが、当社の対応について、当社は株主および投資家の皆様に
速やかに情報開示を行います。

(2) 対抗措置発動時に株主および投資家の皆様に与える影響

当社取締役会は、当社の企業価値・株主共同の利益を守ることを目的
として、取締役会が上記４．に記載した対抗措置をとることを決定した
場合には、法令および当社が上場する証券取引所の上場規則等に従い、
当該決定について適時・適切に開示します。
当該対抗措置の仕組上、当社株主の皆様（大規模買付ルールを遵守し

ない大規模買付者および当社の企業価値・株主共同の利益を著しく損な
うと認められるような大規模買付行為を行う大規模買付者を除きます。）
が、法的権利又は経済的側面において格別の損失を被るような事態は想
定しておりません。例えば、対抗措置として当社取締役会が新株予約権
の無償割当て決議を行った場合には、当社は、当該決議において割当期
日を別途定め、当該割当期日における当社の最終の株主名簿に記録され
た株主の皆様は、対価を払い込みすることなく、その保有する株式数に
応じて、新株予約権が無償にて割当てられます。また、当社が、当該新
株予約権の取得の手続きを取ることを決定した場合は、大規模買付者等
以外の当社株主の皆様は、当社による当該新株予約権の取得の対価とし
て当社株式を受領するため格別の不利益は発生しません。
なお、大規模買付者等については、大規模買付ルールを遵守しない場

合や、大規模買付ルールを遵守した場合であっても、当該大規模買付行
為が当社の企業価値・株主共同の利益を著しく損なうと判断される場合
には、対抗措置が講じられることにより、結果的にその法的権利又は経
済的側面において不利益が発生する可能性があります。

(3) 対抗措置発動の停止等について

上記４．において、当社取締役会が具体的対抗措置を講ずることを決
議した後に、当該大規模買付者が大規模買付行為の撤回又は変更を行っ
た場合など、対抗措置の発動が適切でないと当社取締役会が判断した場
合、当社取締役会は独立委員会の勧告を最大限尊重して、対抗措置の発
動の停止又は変更を行うことがあります。具体的には、新株予約権の無
償割当てに係る権利落ち日の前々営業日までにおいては本新株予約権の
無償割当てを中止し、また、新株予約権の無償割当ての効力発生日後新
株予約権の行使期間開始日の前日までは、当該新株予約権を無償にて取
得することにより対抗措置発動の停止を行うことができるものとします。
このような対抗措置発動の停止を行う場合は、法令および当社が上場す
る証券取引所の上場規則等に従い、当該決定について適時・適切に開示
します。

なお、当社取締役会が当該新株予約権の発行の中止又は発行した新株
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予約権を無償にて取得する場合には、１株当たりの株式の価値の希釈化
は生じませんので、こうした希釈化が生じることを前提にして売買等を
行った当社株主又は投資家の皆様は、株価の変動により不測の損害を被
る可能性があります。

(4) 対抗措置発動に伴って株主の皆様に必要となる手続

対抗措置として、例えば新株予約権の無償割当てが行われる場合には、
割当ての対象となる株主の皆様は、新株予約権の無償割当ての効力発生
日において、当然に新株予約権に係る新株予約権者となりますので、申
込みの手続等は不要です。また、当社が取得条項を付した新株予約権の
取得の手続きをとる場合には、大規模買付者等以外の株主の皆様におか
れては、新株予約権の行使価格相当の金銭を払い込むことなく、当社に
よる新株予約権の取得の対価として当社株式を受領することになるため、
当該新株予約権に関する払込み等の手続きは不要となります。以上のほ
か、割当て方法、行使の方法および当社による取得の方法等の詳細につ
いては、新株予約権の無償割当てに関する当社取締役会の決議が行われ
た後、法令および当社が上場する金融証券取引所の上場規則等に従い、
当該決定について株主の皆様に対して適切に開示又は通知いたしますの
で、当該内容をご確認願います。

６．本プランの有効期間および廃止

本プランの有効期限は本定時株主総会において株主の皆様のご承認を頂
くことを条件に、本定時株主総会の終結の時から３年以内に終了する事業
年度のうち最終のものに関する定時株主総会の終結の時までとします。
また、本プランは、有効期限の満了前であっても、①株主総会において

本プランを廃止する旨の決議が行われた場合、②当社の株主総会で選任さ
れた取締役で構成される取締役会により本プランを廃止する旨の決議が行
われた場合には、本プランはその時点で廃止されるものとします。

Ⅳ 本プランが会社の支配に関する基本方針に沿い、当社の企業価値・株主共

同の利益に合致し、当社の役員の地位の維持を目的とするものでないこと

について

(1) 買収への対応方針に関する指針の要件を充足していること
本プランは、経済産業省が2023年８月31日に発表した「企業買収にお

ける行動指針」の定める三原則（①企業価値・株主共同の利益の原則、
②株主意思の原則、③透明性の原則）、株式会社東京証券取引所の「有価
証券上場規程」における買収防衛策の導入に係る遵守事項（①開示の十
分性、②透明性、③流通市場への影響、④株主の権利の尊重）を完全に
充足しています。

(2) 当社の企業価値・株主共同の利益の確保・向上の目的をもっているこ
と
本プランは、上記Ⅲ １．「本プランの目的」にて記載したとおり、大

規模買付行為が行われた際に、当該大規模買付行為に応じるべきか否か
を当社株主の皆様が判断し、あるいは当社取締役会が代替案を提示する
ために必要な情報や時間を確保し、株主の皆様のために買付者等と交渉
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を行うこと等を可能にするものであり、当社の企業価値・株主共同の利
益を確保し、向上させるという目的をもったものです。

(3) 合理的な客観的発動要件の設定
本プランは、上記Ⅲ ４．「大規模買付行為がなされた場合の対応」に

て記載したとおり、大規模買付者が大規模買付ルールを遵守していない、
あるいは大規模買付ルールを遵守していても株主共同の利益に対する明
白な侵害をもたらす買付である場合や株主に株式の売却を事実上強要す
るおそれがある買付である場合など、予め定められた合理的かつ詳細な
客観的要件が充足されなければ対抗措置が発動されないように設定され
ており、当社取締役会による恣意的な発動を防止するために独立委員会
の勧告を経るなどの仕組みを確保しているものといえます。

(4) 当社取締役の任期は１年であること
当社は、2010年６月29日開催の当社第63期株主総会において、当社取

締役の任期を従来の２年から１年に短縮いたしました。従って、本プラ
ンの有効期間中であっても、毎年の当社取締役の選任を通じても、本プ
ランについて、株主の皆様のご意向を反映させることが可能となってお
ります。

(5) 株主意思を重視するものであること
当社は、本定時株主総会における株主の皆様のご承認を条件に本プラ

ンを更新する予定ですが、上記Ⅲ ６．「本プランの有効期間および廃止」
に記載したとおり、本プランの有効期間は本定時株主総会の終結の時か
ら３年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時株主総会
の終結の時までとするいわゆるサンセット条項が付されております。ま
た、本プランの有効期間の前であっても、①株主総会において本プラン
を廃止する旨の決議が行われた場合、②当社の株主総会で選任された取
締役で構成される取締役会により本プランを廃止する旨の決議が行われ
た場合には、本プランはその時点で廃止されることになり、その意味で、
本プランの消長および内容は、当社株主の合理的意思に依拠したものと
なっております。

(6) デッドハンド型買収への対応方針やスローハンド型買収への対応方針
ではないこと
上記Ⅲ ６．「本プランの有効期間および廃止」にて記載したとおり、

本プランは、当社の株主総会で選任された取締役で構成される取締役会
により廃止することができるものであり、当社株式を大量に買付けた者
が、当社株主総会で取締役を指名し、かかる取締役で構成される取締役
会により、本プランを廃止することが可能です。従って、本プランは、
デッドハンド型買収への対応方針（取締役会の構成員の過半数を交替さ
せてもなお、発動を阻止できない買収への対応方針）ではありません。
また、当社は取締役の期差任期制を採用していないため、本プランは、
スローハンド型買収への対応方針（取締役の構成員の交替を一度に行う
ことができないため、その発動を阻止するのに時間を要する買収への対
応方針）でもありません。
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別紙-１

独立委員会運営規則の概要

１．独立委員会は、本プランにおける当社取締役会の判断の客観性、公正さおよび合

理性を担保するために、当社取締役会の決議により設置される。

２．独立委員会の委員は３名以上とし、当社の業務執行を担う経営陣から独立してい

る社外取締役、社外監査役又は社外の有識者等（弁護士、公認会計士、実績ある企

業経営者、税理士、学識経験者、投資銀行業務に精通している者又はこれらに準ず

る者を含みます。）の中から当社取締役会が選任する。

３．独立委員会の委員の任期は、本定時株主総会終結の日から３年以内に終了する事

業年度のうち最終のものに関する定時株主総会終了後最初の取締役会の終結の時ま

でとする。

４．独立委員会の決議は、原則として、現任の独立委員の全員が出席し、その過半数

をもってこれを行うものとする。ただし、独立委員の全員が出席できないやむを得

ない事情がある場合には、独立委員会の決議は、独立委員の過半数が出席し、その

過半数をもってこれを行うものとする。

５．独立委員会は、当社取締役会から以下の諮問がある場合には、検討・審議を行い、

当社取締役会に勧告するものとする。

① 本プランの対象となる大規模買付行為に該当するか否か
② 大規模買付者が当社取締役会に提供すべき本必要情報
③ 大規模買付者の大規模買付行為の内容の精査・検討
④ 大規模買付行為が企業価値ひいては株主共同の利益を著しく損なう場合にあた

るか否か
⑤ 大規模買付者が本プランの手続きを遵守したか否か
⑥ 対抗措置を発動・変更・停止
⑦ 本プランの継続・変更・廃止
⑧ その他、当社取締役会が判断すべき事項のうち、当社取締役会が独立委員会に

諮問した事項

６．独立委員会は、その判断の合理性・客観性を高めるために、必要に応じて当社の

費用で、当社経営陣から独立した第三者（ファイナンシャル・アドバイザー、弁護

士、公認会計士、税理士、コンサルタントその他の専門家を含みます。）の助言を得

ることができるものとする。

以 上
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別紙-２
独立委員会委員の氏名および略歴

井上 晴孝（いのうえ はるたか）
〔 略歴 〕1952年４月生まれ

1975年３月 早稲田大学卒業
1978年９月 株式会社辰巳法律研究所入所
1982年７月 同社退社
1982年10月 司法試験合格
1985年４月 弁護士登録

浅見東司法律事務所入所
1988年４月 井上晴孝法律事務所開設
2007年６月 当社監査役就任（現任）
2018年７月 井上・桜井法律事務所に改称（現在に至る）
2020年７月 株式会社ヴィア・ホールディングス社外取締役（現任）

納谷 全一郎 （なや ぜんいちろう）
〔 略歴 〕1969年１月生まれ

1993年３月 早稲田大学卒業
1995年10月 司法試験合格
1998年４月 弁護士登録

舟辺・奥平法律事務所入所
2010年１月 舟辺・奥平法律事務所パートナーに就任
2010年２月 あきつ総合法律事務所へ改称（現在に至る）
2014年６月 当社監査役就任（現任）
2015年４月 第一東京弁護士会副会長
2024年４月 日本弁護士連合会常務理事

青木 茂男（あおき しげお）
〔 略歴 〕1942年３月生まれ

1965年４月 日本生命保険相互会社入社
1969年６月 公認会計士登録
1985年４月 国際商科大学（現 東京国際大学）商学部教授
2000年12月 同大学 副学長
2005年４月 青山学院大学大学院会計プロフェッション研究科教授
2010年７月 財団法人（現 公益財団法人）金子国際文化交流財団理事

長（現任）
2011年４月 茨城キリスト教大学経営学部長
2014年７月 一般財団法人会計教育研修機構監事
2015年７月 茨城キリスト教大学名誉教授（現任）
2016年４月 千葉商科大学大学院会計ファイナンス研究科客員教授（現

任）
2016年６月 当社取締役（現任）
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山田 正人（やまだ まさと）
〔 略歴 〕1956年３月生まれ

1978年３月 早稲田大学卒業
1978年４月 株式会社北陸銀行入行
2009年１月 同行経営管理部上席推進役（出向松井建設株式会社）
2009年７月 松井建設株式会社執行役員営業本部営業部長
2010年２月 同社執行役員経営企画部長
2010年６月 同社取締役執行役員
2012年４月 同社取締役管理本部副本部長
2014年４月 同社取締役経営企画部・CSR推進室・

情報システム部・法務室担当
2016年４月 同社取締役経営企画部・情報システム部担当
2018年４月 同社取締役常務執行役員経営本部長
2020年４月 同社取締役常務執行役員経営本部担当
2020年６月 当社取締役（現任）
2021年６月 株式会社東京富山会館代表取締役社長

髙木 いづみ（たかぎ いづみ）（戸籍上の氏名：神門いづみ）
〔 略歴 〕1975年３月生まれ

1996年11月 司法試験合格
1999年４月 第一東京弁護士会に弁護士登録
2004年６月 堀裕法律事務所（現堀総合法律事務所）入所
2007年６月 ㈱プレステージ・インターナショナル社外監査役
2017年２月 公認不正検査士（CFE）登録
2019年６月 個人情報保護監査人認定取得
2019年11月 金融内部監査士登録
2021年６月 公益財団法人日本ラグビーフットボール協会理事
2022年３月 ㈱スピークバディ社外監査役（現任）
2023年６月 ㈱プレステージ・インターナショナル社外取締役（現任）
2023年６月 当社取締役（現任）

※１）上記５氏と当社の間には特別な利害関係はありません。
※２）井上晴孝氏および納谷全一郎氏は、会社法第２条第16号に規定される社外監査役です。
※３）青木茂男氏、山田正人氏および髙木いづみ氏は会社法施行規則第２条第３項第７号に規定される

社外取締役候補者の要件を満たす社外取締役候補者であり、2025年６月27日開催の当社第78期定
時株主総会において選任された場合には、当社社外取締役に再任する予定です。

以 上
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別紙-３

新株予約権の無償割当ての概要

１．新株予約権の無償割当ての対象となる株主および発行条件
当社取締役会で定める基準日における最終の株主名簿に記録された株主に対し、

その所有する当社普通株式（但し、当社の所有する当社普通株式を除く。）１株につ
き１個の割合で新たに払込みをさせないで新株予約権を割当てる。

２．新株予約権の目的となる株式の種類および数
新株予約権の目的となる株式の種類は当社普通株式とし、新株予約権の目的とな

る株式の総数は、当社取締役会が基準日として定める日における当社発行可能株式
総数から当社普通株式の発行済株式（当社の所有する当社普通株式を除く）の総数
を減じた株式数を上限とする。新株予約権１個当たりの目的となる株式の数は当社
取締役会が別途定める数とする。但し、当社が株式分割又は株式併合を行う場合は、
所要の調整を行うものとする。

３．発行する新株予約権の総数
新株予約権の発行総数は、当社取締役会が別途定める数とする。当社取締役会は、

複数回にわたり新株予約権の割当てを行うことがある。

４．各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額（払込みをなすべき額）
各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額（払込みをなすべき額）は１

円以上で当社取締役会が定める額とする。

５．新株予約権の譲渡制限
新株予約権の譲渡による当該新株予約権の取得については、当社取締役会の承認

を要する。

６．新株予約権の行使条件
議決権割合が20％以上の特定株主グループに属する者（但し、あらかじめ当社取

締役会が同意した者を除く。）でないこと等を行使の条件として定める。詳細につい
ては、当社取締役会において別途定めるものとする。

７．新株予約権の行使期間等
新株予約権の割当てがその効力を生ずる日、行使期間、取得条項その他必要な事

項については、当社取締役会が別途定めるものとする。なお、取得条項については、
上記６．の行使条件のため新株予約権の行使が認められない者以外の者が有する新
株予約権を当社が取得し、新株予約権１個につき当社取締役会が別途定める株数の
当社普通株式を交付することができる旨の条項を定めることがある。

以 上
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本プランの手続きの概要

本プランを遵守する場合

大規模買付者が意向表明書を提出

本プランを遵守しない場合

大規模買付者へ本必要情報の交付

(注) 上記は本プランの概要であり、本プランの詳細につきましては本文をご覧ください。

大規模買付者が本必要情報を提供

当社取締役会からの諮問

当社取締役会による
対抗措置発動の決議

当社取締役会による
対抗措置不発動の決議

独立委員会の判断・勧告

取締役会評価期間
(60日間又は90日間)

10営業日以内

大規模買付者の出現

(ご参考)

以 上

― 64 ―

2025年05月27日 18時00分 $FOLDER; 64ページ （Tess 1.50(64) 20250213_01）



株主提案 ＜第４号議案＞
第４号議案は、株主様１名からの提案によるものであります。なお、株主提案

の内容（議案の要領）および提案の理由は、本定時株主総会の議案の号数と議案
名以外は原文のまま記載しております。

当社取締役会としては、議案について反対いたします。

第４号議案 取締役１名選任の件
(１)提案の内容（議案の要領）
取締役１名を増員するため、令和７年６月27日をもって、森下篤史を取締役に
選任する。
(２)提案の理由（推薦の目的）
①貴社の成長戦略に対しての提案

日本の労働人口が今後13年で7500万から5500万人となる予測の中で、外食産
業の売上も減少していくと想定しております。貴社におかれましてはこの20年、
業績面でも大きな成長が見られていない状況と認識しております。このような
外部環境下で、どのような成長戦略を描き、実行されてこられたのか、あるい
は今後どのように成長を目指していくのか、その具体的な方向性や施策につい
て、明確なご説明をいただきたく存じます。その上で、弊社としては、社外取
締役として弊社代表取締役が貴社の取締役会に加わることで、貴社の経営戦略
の整理と再構築に寄与し、より実効性の高い成長シナリオの立案に貢献できる
と考えております。
②新規開業支援における相互補完の提案

弊社はグループ全体で出店を加速し、新規開業支援(2500人/月)の強化を図る
中で、「開業予定者の購買単価向上」が重要な経営課題となっています。一般的
には 20-30坪の飲食店の開業予算は400万円前後が想定されるところ、実際に弊
社での平均購買金額は30万円前後にとどまっております。貴社の持つ豊富な商
材提案・営業ノウハウ・サービス力を弊社の支援プロセスに導入できれば、購
買単価を200万円前後まで引き上げられることにより、貴社北沢産業として500
億規模のマーケットを獲得できる可能性があります。
こうした相互補完関係の構築は、弊社にとっても、また貴社にとっても収益機

会の拡大につながるものであり、その具体化を目指す第一歩として、弊社代表の
貴社取締役就任を提案する次第です。

(３)取締役会の意見
1.当社取締役会の意見
当社取締役会は「本議案に反対」いたします。

2.反対の理由
当社取締役会は、以下の理由から反対を表明いたします。
まず、株主提案において推薦の目的とされている「①貴社の成長戦略に対し

ての提案」の件ですが、この20年の成長戦略の実行および今後の成長戦略につ
いてご説明いたします。

① 2002年６月、社内改革にも取り組み、埼玉県日高市に研修施設やテストキ
ッチンを完備した流通センターを建設し、社員教育の充実およびお客様へテス
トキッチンにて、実体験していただく施設を充実させ、業績改善へ向けた改革
を行いました。
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② 2008年１月には渋谷区東二丁目23番2号に建築した北沢デザイナーズキッチ
ンスタジオ（北沢DKSビル）が竣工し、業務用厨房機器販売業界では初の家庭
用キッチン業界へ参入する等の変革に取り組み、新たな会社の進路を導きまし
た。
③ 1977年４月から石川島播磨重工業株式会社（現 株式会社IHI回転機械）と
特約店契約を締結しておりましたが、2011年4月からは洗浄機および回転棚事
業を株式会社IHI回転機械より譲り受け、更なる洗浄機器販売強化に努め収益
改善に取り組みました。
④ 24時間365日のメンテナンスサービス体制を確立し、よりお客様へ寄り添っ
たサービスに取り組みました。
⑤ 2017年９月には当社100%子会社であるエース工業株式会社の工場を増築し、
食品加工場やコンビニのベンダー工場向け大型容器洗浄機の製造を強化し、
2019年10月に水と油のフライヤーについて特許独占的通常実施権設定契約の締
結に伴いWAOフライヤーの販売を開始し、2021年からは当社のオンリーワン商
品となるトレーバックシステム洗浄機を開発し販売を開始、WAOフライヤーと
同様SDG’sにも貢献する商品となりました。
⑥ 2024年10月１日付で当社の100％出資子会社であった株式会社北沢キープサ
ービスを、業務の効率化やアフターサービスの強化を目的とした、当社を存続
会社とする吸収合併を行い、お客様へ当社の製品を末永く使用いただき、顧客
満足度を高めていただけるように機構改革を行いました。

このような取り組みの中で、当社は業務用厨房機器と関連サービスの提供で
トータルサポート展開をし、自社ブランドや世界的な商品、キッチンコーディ
ネイトおよび新製品開発を手掛けました。また、独自の特許技術「特殊水流ろ
過システム」で料理に使用する油の品質を長く保つ技術を商品化した「WAOフ
ライヤー」により「大量調理においても廃油を大幅に削減する」ことを実現し
ました。

コロナ禍以降は新規営業部隊である「開発営業部」を新設し、主にスーパー
や食品加工場等の優良企業に対する新規営業の強化を図っており、お客様のニ
ーズにお応えすべく、引き続き省人化商品やコスト削減商品、作業環境の改善
に資する商品の販売およびアフターサービスの万全に力を注ぎ、更なる成長を
目指してまいります。

このように当社は、日々変化する環境に合わせ、有効な成長戦略を実行して
おり、株主提案における「①貴社の成長戦略に対しての提案」には当たらない
ものと考えております。

「②新規開業支援における相互補完の提案」の件ですが、当社は前述のとお
りスーパーや食品加工場等の優良企業に対する営業強化を図っており、病院施
設や老健施設向けの人手不足に伴う洗浄の自動化や省人化ができる商品を当社
が開発し、特許も取得しております。

また、中小企業等が人手不足の解消や業務効率化を目的として、様々な省力
化設備を導入する際に、その費用の一部を国が支援する制度「中小企業省力化
投資補助金」へ当社主力商品の登録を実施し、お客様の導入サポートを行うな
ど、今後も上記の方針を引き続き継続し、当社独自の技術を最大限に活用した
付加価値のある製品開発や販売に注力し、独自路線の方向性を今後も継続いた
したく存じます。

このような現在当社が取り組んでいる戦略と、株主提案における「②新規開
業支援における相互補完の提案」に相容れないものと考えております。
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また、本総会においては、現在の当社取締役９名（9名中3名が社外取締役）
の再任をお諮りする予定であるところ、当社の取締役らは活発な議論を行い、
上記の方針に則り、機動的な業務執行を行っており、その人選および規模は上
記の当社の方針に則った会社運営を実現するうえで最適な体制であるものと思
料します。

以上の理由により、取締役選任株主提案による候補者を社外取締役として選
任する必要はなく、当社取締役会は、本議案につきましては反対いたします。

以 上
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ユニクロユニクロ

シブヤ１０９シブヤ１０９
みずほ銀行みずほ銀行

ビックカメラビックカメラ
道玄坂

ヤマダデンキ
LABI渋谷

ヤマダデンキ
LABI渋谷

ＡＰ渋谷道玄坂
渋東シネタワー

株主総会会場ご案内図

日 時 2025年６月27日（金曜日）午前10時

会 場 東京都渋谷区道玄坂二丁目６番17号

ＡＰ渋谷道玄坂 渋東シネタワー11階

電話 03（5428）6849

●交通のご案内
ＪＲ各線「渋谷駅」ハチ公改札口より徒歩約１分
東急各線、東京メトロ各線「渋谷駅」Ａ１出口直結
京王井の頭線「渋谷駅」より徒歩約１分

●お願い
会場には駐車場はございませんので、お車でのご来場はご容赦賜わりたくお願い申しあげます。
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